
平成30年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート 府立北野高等学校

コメント 評価

①言語活用力・ICT活用力 継続 校内外成果発表会の実施 校内外成果発表会の発表本数

校内758
校外24

(校内666)
(校外8)

校内750
校外25

校内645
校外24

校内　●課題研究　中間発表　口頭（プレゼン）発表14、ポスター発表59　　最終発表　口頭（プレゼン）発表59
　　　●SGH課題研究　中間発表　口頭（プレゼン）発表14　　最終発表　口頭（プレゼン）発表14
　　　●学校設定科目「国際情報」理科発表160　英語発表166　統計発表100
　　　●学内留学27　　　　　　　　　　　　　　　　 ●シンガポール研修プレゼン26　　　●即興型英語ディベート予選会6
校外　●京大学びのフロンティア１（１人）　　　　　　●大阪サイエンスデイ4（27人）　　●科学の甲子園１（6人）
　　　●即興型英語ディベート関西大会２（６人）　　　●樟蔭高校英語弁論大会1（1人）　　●税に関する作文コンクール入賞 3
　　　●ＳＧＨ全国高校生フォーラム１（2人）　　　  　●即興型英語ディベート全国大会１（３人）　　●即興型英語ディベート世界大会１（3人）
　　　●大教大附属平野高校招待発表１（6人）　　　　  ●高校生公開討論会３（１１人）　　●ＧＬＨＳ１０校合同発表会１（14人）
　　　●ＳＧＨ甲子園１（ 7人）   ●霊長類学会発表１（６人）　　●京大サイエンスフェス１（5人）　●日本天文学会ジュニアセッション 1（10人）

B
当該アンケートにおける生徒の肯定
回答率

92.3%
(89.9%)

92.0% 92.0%

　「国際情報」のアンケート「プレゼンファイルの
作成技能が修得できた」、「プレゼン発表の技能が
向上した」、「クラス全体としてプレゼンレベルが
向上した」及び学内留学アンケート「以前より人前
で発表することに抵抗が少なくなった」の肯定率の
平均

A 継続

②英語運用能力 継続 学内留学講座の実施 参加者数
178人

(168人)
180人 101人

教育学コース 12人　ビジネス学コース 30人　心理学コース 30人　天文学コース 19人　環境学コース 10人

　＊今年度は100人定員としてネイティブ一人あたりの生徒数を減らし指導効果の向上をめざしたので、自己評価Bとした。
B

当該アンケートにおける生徒の肯定
回答率

94.9%
(83,2%)

95.0% 94.6%

学内留学アンケート「以前より英語でのコミュニ
ケーションに抵抗がなくなった」及び「以前より英
語によるコミュニケーション能力を高めたいと思う
ようになった」の肯定率の平均

B 継続

③英語運用能力 充実
英語による講演・大学院留学生との交
流会実施

参加者数
790人

(493人)
800人 593人

●外務省出前授業「ＥＵがあなたの学校にやってくる（11月16日）」生徒113人、保護者13人
●大学院留学生との交流会　英語系19人　　即興型英語ディベート世界大会交流会3人
●即興型ディベートデモンストレーション　１年生320人
●英語上級セミナーの開講　生徒100人　　　＊今年度は「英語の達人」講演会を取りやめ、新規企画を４つ開始したので自己評価Bとした。
●準１チャレンジ、TOEFLチャレンジの開講　生徒25人

B
当該アンケートにおける生徒の肯定
回答率

100%
(79.7%)

90.0% 95.0%
EUがあなたの学校にやってくるのアンケートの
「講演会に参加してよかったと思いますか」の肯定
率

A 充実

④違いを認め共に生きる力・紛争
を解決する力

継続 異文化理解教育の実施

海外の高校や大学等へ訪問し
た人数と受け入れた人数の合
計
（一日交流は含まない）

103人
(108人)

100人 116人

渡航　●ハワイ 45人 　　     ●シンガポール 44人       ●カナダ 1人　　　　　　 ●インドネシア 1人
　　　●アメリカ 2人            ●イギリス 2人  　　　     ●オーストラリア 2人        ●フィリピン 1人　　　　●台湾 14人
受入　●シアトル 4人
＊一日交流の建国高校は除く。

A
当該アンケートにおける生徒の肯定
回答率

84.8%
(82.6%)

90.0% 100.0% ハワイ研修アンケートの肯定率 A 充実

⑤共感力・協調性 継続
宿泊研修における
チームビルディング講座の実施

参加者数 １年生全員 １年生全員 1年生全員 宿泊研修（4月26日・27日）でチームビルディング研修の実施 B
当該アンケートにおける生徒の肯定
回答率

99.4%
(95.9%)

95.0% 99.7%
宿泊研修アンケート「宿泊研修はどうでしたか」の
肯定率

A 継続

⑥バランスのとれた豊かな人間性
の育成

継続 部活動の充実 部活動の加入率
94.9%

(95.6%)
95.0% 94.5%

加入率　　１年 94.0%　２年 94.9%　　平均 94.5%
加入人数　運動部 660人　文化部 378人　合計 1038人　延べ加入率 103.9%

B
当該アンケートにおける生徒の肯定
回答率

88.5%
(86.1%)

90.0% 88.0%

生活アンケート「部（同好会）活動を総合的にどう
評価しますか」の肯定率
（3学年の肯定的回答数を有効回答数で割る）

B 継続

⑦高い志を育む 充実 各界リーダーによる講演会の実施 講演の回数及び講座数

16回
45講座
(13回)

(41講座)

15回
50講座

19回
  47講座

●「知的世界への冒険」　（１年対象） 1回   5講座　　　　●「キャリアガイダンス」（１年対象） 1回 14講座
●「学部学科ガイダンス」（２年対象） 1回 12講座
●ＳＧＨ課題研究講座　   （２年対象）  英語 4回（陳立行氏）、社会 1回（岡本正明氏）、理科 4回（信川久実子氏）
●ＳＧＨ課題研究講演会　（1年対象）  3回（松隈信一郎氏、谷本涼氏、関学大講師）
●各種講演会「防災を考える」1回（野尻紀恵氏）　　　　●税についての講演1回（39人）　　●「今ここにある『貧困』」１回（川口加奈氏）
●「Leave it! Love it! Live it!」１回（大川郁子氏）

A
当該アンケートにおける生徒の肯定
回答率

93.9%
(90.1%)

90.0% 93.0%
「知的世界への冒険」「キャリアガイダンス」「学
部学科ガイダンス」の各アンケートの肯定率の平均

A 継続

⑧キャリア教育の推進 継続
若手研究者による学部・学科ガイダン
スの実施
社会人による職業ガイダンスの実施

生徒の参加率
100%

(100%)
100% 100% 学部学科ガイダンス B

当該アンケートにおける生徒の肯定
回答率

95.5%
(90.2%)

95.0% 97.3% 「学部学科ガイダンス」の肯定率 A 継続

⑨高大連携の推進 継続 大学におけるセミナー等への参加 セミナー等に参加した生徒数
619人

(649人)
650人 567人

京都大学　　　　１年宿泊研修京大ツアー 320人、京大サマースクール ２人、京大キャンパスガイド ８５人、京大学びのフロンティア 2人
大阪大学　　　　阪大キャンパスツアー82人、阪大医学部早期医療体験プログラム 1人、学校設定科目「阪大基礎セミナー」 5人
                　　　「阪大ＳＥＥＤＳプログラム」 1人、ＧＬＨＳ10校合同発表会 20人
大阪教育大学　　大教大キャンパスガイド 2人
関西学院大学　　「高校生公開討論会」 9人  　大阪府立大学「第4回高校生起業家教育講座」 2人
奈良県立医大　　シミュレーションセンター研修 20人
府教育庁主催等　「科学の甲子園」 6人、「京都・大阪数学コンテスト」 5人　  「京大サイエンスフェスティバル」 5人

C
当該アンケートにおける生徒の肯定
回答率

96.7%
(92.8%)

95.0% 89.7%
阪大キャンパスツアー、大教大キャンパスガイド、
京大キャンバスガイド、阪大基礎セミナー、1年宿
泊研修の肯定率の平均

C 継続

⑩授業力向上 充実 校内外の授業見学・研究協議の実施
授業見学・研究協議をした教
員の割合

96.7%
(85.5%)

100% 96.7%
校内で授業見学または授業公開を１回以上実施した教員の実人数の割合（分母は非常勤講師を除く教員数）
　　実人数 58人 ／ 60人

B
授業アンケートによる生徒の肯定回
答率

82.8%
(73.3%)

83.0% 87.8%
学校教育自己診断（生徒対象）「授業は興味深く満
足できるものである」の肯定率

A 継続

⑪若手教員の指導力向上 継続 他校と連携した研修講座の実施 指導力向上研修の実施回数
24回

(15回)
25回 25回

校内　公開研究授業等　延べ 17回
　　　内訳　初任者 2人× 2回、2年目 2人× 1回、英語科 6年目×1回、10年研１人×２回（校内研修）、初任期教員4人×2回（生徒発表指導）
校外　研究授業参加　延べ 8回、12 人
　　　内訳　春日丘（1）、米原（6）、清水東（1）、清水桜が丘（1）、桜塚（2）、豊中支援（１）、富岡西（１）、大教大（５）

B
当該アンケートにおける参加教員の
肯定回答率

100%
(100%)

100% 100% 参加教員のアンケートや感想から読み取れる肯定率 A 継続

⑫授業力・指導力の向上 継続 保護者を含む外部への授業公開
保護者を含む外部からの見学
者数

  709人
(658人)

700人 666人

公開授業（保護者参加数）　　　　554人　　内訳：前期（6月13･14･15日） 334人、後期（11月5･6･7日） 220人
公開研究授業　府教員等参加数 50人、府教員以外の参加数 62人
　内訳　奈良県立医科大学 4、鹿児島県立鶴丸高校 1、大阪教育大学附属天王寺高校 1、神奈川県立湘南高校 2、横浜翆嵐高校 1、柏陽高校 2、
          沖縄県立開邦中高 3、香川県立高松高校 6、浜松北高校 2、中国教育関係者 31、三重県立四日市 1、津 1、伊勢 1、札幌北 2、静岡 2、
　　　神奈川県立平塚中等教育学校 １、札幌南 １　他

B
当該アンケートにおける参加者の肯
定回答率

97.9%
(97.3%)

95.0% 95.0% 保護者の公開授業後アンケートにおける肯定率 A 継続

⑬10校が共通で実施する学力調
査

学力調査の結果

⑭大学入試センター試験への参加
大学入試センター試験
5教科7科目受験者の割合

94.4％
(93.2%)

95.0% 95.9% 306名/319名 A 継続

⑮大学入試センター試験の結果
5教科7科目受験者における得点率
の平均

82.2%
(79.9%)

82.0% 82.6%
５教科７科目受験者のうち成績報告者
306名の平均点743.8点より
743.8/900

B 継続

⑯課題研究活動
学会や大学での研究会・研究紀要等
での発表数

２件
(２件)

２件 2件
日本天文学会第21回ジュニアセッション（3月）
犬山プリマーテス研究会

B 継続

⑰コンクール・コンテスト等の成
果

全国規模のコンクール・コンテスト
等の入賞者数（「国レベル」には全
国大会出場者を含む）①府レベル②
国レベル

①３人
②１人

(①１人)
(②９人)

①５人
②３人

①2人
②8人

①京都大阪数学コンテスト
 　優秀賞 １人　奨励賞 1人
②物理チャレンジ  全国大会出場 2人
　即興型英語ディベート全国大会出場 3人
　即興型英語ディベート世界大会出場 3人

A 継続

Ⅶ．英語運用能力
⑱英語外部検定試験（TOEFLiBT
チャレンジ含む）

英語外部検定試験の受験
①受験者数
②取得スコア（級）
(1)英検２級以上相当　(2)英検準１級相
当

新設項目
（－）

①320人
②(1)224人

(2)16人

①425
②(1)325
(2)119

①英検 93人　GTEC 327人　TOEFL iBT 5人
②GTECの取得スコアが、A1相当 2人、A2相当
206人、B1相当 115人、B2相当 4人であった。

A 継続

　英語４技能を育成するにあたり、
１つの取組みで４技能をどのように
組み込むか意識しながら授業を展開
されていることが、外部試験の結果
にも現れていると考える。

AA

⑲スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

220人
(－)

220人 192人 現役139人、１浪53人 B 継続

⑳進学実績
難関国立大学（東大・京大・阪大）
現役・浪人合格者数

170人
(150人)

170人 133人
東大3人（現2・浪1）
京大72人（現52・浪20）
阪大58人（現43・浪15）

A 継続

㉑国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数
199人

(175人)
200人 175人 　　175　人 B 継続

㉒海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む）
０人

(１人)
１人 0人 １名が受験し、３月末段階で補欠合格１となった。 B 継続

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標
前年度実績
(前々年度)

目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

学
校
独
自
の
取
組

　校内外における成果発表会、学内
留学講座、英語による講演や大学院
留学生との交流のいずれにおいて
も、生徒の肯定感は高く、それぞれ
の取組みについて、充実させるべ
く、これまで内容を精選してきた結
果であると考える。
　即興型英語ディベートについて
は、比較的新しい取組みであるにも
かかわらず、校内だけでなく、積極
的に他校との交流を図ることで成果
を上げており、今後も継続すること
により、さらなる成果を期待する。

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

実績の詳細
自己
評価

成果指標
前年度実績
(前々年度)

目標値 実績

　１年生全員を対象とした宿泊研修
において、チームビルディング研修
を実施しており、課題研究や部活動
などにおける協働性につながってい
ると考える。
　また、異文化理解教育が充実して
おり、今後、その成果がより具体的
な生徒の変容として現れることを期
待する。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす 　各界リーダーによる講演会は充実

しており、アンケートの肯定的回答
も高い数値で安定している。また、
学部学科ガイダンスでは、肯定的回
答数が向上しており、高い志を育む
とともに、社会の変化を感じ、自身
のキャリアについて考える機会を提
供できている。
　大学におけるセミナー等への参加
については、取組指標の目標値に対
して、実績が２クラス分ほど下回っ
ており、学校全体の教育活動におけ
る本取組みの位置づけを見直すな
ど、工夫改善が望まれる。

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

　授業におけるさまざまな活動や
ICT機器の使用など、各教科で工夫
改善を図っており、教員は生徒の様
子を把握しながら授業を展開してい
る。
　実験にあたっては、教科担当者全
員で事前に模擬実験を行い、指導の
ポイントを整理するとともに、各ク
ラスで実施する際には、授業担当者
以外の教員も自主的に加わわるな
ど、教員の自主性・協働性は高く評
価できる。

A

AA

総合評価
　北野高校の根本精神が「六稜魂」であり、それが根付いていることが感じられる。「六稜魂」の捉え方はさまざまであり、その自由さが一人ひとりに委ねられていることが北野高校の特徴といえる。身につけさせたい資質・能力として、「高い学力」「英語運用能力」「プレゼンテーション能力・発信力」「リーダーシップ」の４つを掲げ、リーディングスクールとしてのビジョンをオープン
にすることで、教員の共通理解を図っており、生徒にも教員に挑戦を後押しする取組みをすすめている。多岐にわたる取組みを整理し、うまく可視化できており、生徒が見通しを持って、様々な学びに向かうことができていることは高く評価したい。また、教職員は現状に甘んじることなく、「知・徳・体」のバランスのとれた生徒を育成するために、授業改善や指導力向上に向けて取り組んで
いる。多様な取組みがあり、たゆみなく工夫改善を続けることは教職員の業務量が増すことにつながるが、働き方改革について、データに基づいた良い試行が行われており、他の府立高校に１つのモデルとして示すことができるようになることを期待する。北野高校における取組みは充実しており、完成形に近いと考えられるが、国内外の高校や大学などとの交流を通じて、新たな刺激を求めつ
つ、教育活動の成果を積極的に発信し続けていっていただきたい。平成30年度でスーパーグローバルハイスクールの指定は終了するものの、これまでの蓄積を生かし、さらなる高みをめざして、次のステージへと向かって頂きたい。その際には、教職員それぞれの専門性や強みを活かしつつ、教科などの枠組みを超え一丸となって取り組んでいかれることを期待する。

AA

共
通
の
取
組

Ⅴ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

Ⅵ．課題研究活動

Ⅷ．進学実績

　スーパーグローバル大学（タイプ
Ａトップ型）およびグローバルサイ
エンスキャンパスへの進学者数、難
関国立大学（東大・京大・阪大）現
役・浪人合格者数、国公立大学現役
進学者数のいずれも前年度実績およ
び目標値を下回っている。
　これらの項目について、常に前年
度実績を上回り続けることは困難で
はあるが、目標値との差については
要因の分析を行い、必要な改善策を
講じて頂きたい。

　大学入試センター試験5教科7科
目受験者の割合および得点率の平均
はともに高い割合で安定しているも
のの、自学自習時間をいかに確保す
るかという点について、学習スタイ
ルの見直しも含めて検討する必要が
感じられる。

AAA

　SGH指定の最終年度となり、課
題研究においては、これまでの積み
重ねが大きな財産となり、各研究会
やコンクール・コンテストにおい
て、その結果が現れている。
　今後も様々な分野で、活躍が見ら
れることを期待する。

AA

AAA

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料2-４



平成30年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート 府立豊中高等学校

コメント 評価

①言語活用力・ICT活用力 継続

授業成果発表会の実施
（豊高プレゼンテーション）

①SSH課題研究成果発表会

②SGH課題研究成果発表会

校内成果発表会の発表件数

SSH 口頭発表１本、
ポスター発表33本

SGH口頭発表４本、
ポスター発表23本

SSH 口頭発表１本、
ポスター発表32本

SGH口頭発表４本、
ポスター発表21本

SSH 口頭発表 1
本、
ポスター発表27本

SGH口頭発表 4本、
ポスター発表23本

2月5日に豊中高校において実施予定の「豊高プレゼンテーション」で、海外研修・
SSH課題研究・SGH課題研究の代表口頭発表及びポスター発表を行う。並行して、造
形二科の作品展示を同時開催し、豊高生全員が成果を発表する場とする。

Ｂ
プレゼンテーション能力が向上した
と回答した発表生徒の割合

96% 100% 98%
事後アンケートで、「わかりやすく表現する力が高まったか」に対して、肯定的回
答「高まった」「やや高まった」の割合

Ｂ 充実

②英語運用能力
　科学的リテラシー
　言語活用力

継続

各種コンテスト
 （英語ディベート・科学の甲
子園等） 及び
 豊高グローバルスタディーズ
への積極的参加

①全国大会参加数

②近畿（西日本）大会参加数

③豊高グローバルスタディーズ参加
回数

① 6回

② 3回

③ 145回

①  10回

②  3回

③ 140回

① 9回

② 1回

③  125回

①・SSH生徒研究発表会、
・JICA「国際協力中学生
・高校生エッセイコンテスト2018」、
・高校生ビジネスグランプリ 、
・英語パフォーマンス甲子園
・SGＨ甲子園（12月）
・ 京大サイエンスフェスティバル2018（副学長賞）
・日本天文学ジュニアセッション高等講演　2件
　
②科学の甲子園
 
③1～2年生計21名が参加
　火・木曜日放課後、即興型英語ディベートを行っている。
　月・水・金は、ディベート練習・読書会等を行っている。

Ｂ
英語運用能力等に自信がついたと回
答した参加生徒の割合

100% 90% 96%

・個々の大会に出場した生徒が「英語運用能力・プレゼンテーション能力に自信が
ついた」と回答する割合。
・豊高グローバルスタディーズに参加した全生徒が、「英語運用能力・プレゼン
テーション能力に自信がついた」と回答する割合。

A 継続

③英語運用能力 充実 英語リスニングセミナー 講習参加者数 119人 120人 100人
２年生は７月中旬から９月中旬にかけて６回実施（参加20名）
３年生は７月中旬に６回実施（80名参加）

Ｃ
英語運用能力に自信がついたと回答
した参加生徒の割合

100% 100% 100%
リスニング講習を通して、大多数の生徒が受験するセンターリスニングの問題のコ
ツをつかみ、自信をつけるように取り組む。

Ａ 継続

④違いを認め共に生きる力 継続 英国語学研修の実施 研修参加者数 40名 40名 40名

7月21日～8月2日（13日間）、イギリス・バースにて、ＥＬＡC（語学学校）主催
のインターナショナルプログラムに参加し、大学において英語の授業はもとより、
ヨーロッパ各国から訪れた同年代の若者と諸活動を共にすることにより、コミュニ
ケーション力を高めた。

A
異文化について理解を深めることが
できたと回答した参加生徒の割合

100% 100% 100%

英国語学研修参加者全員が①②に対して肯定的な回答の平均
①他国の文化に対して尊重し、日本文化に対してあらためて見つめ直す機会となっ
た。
②他国の生徒との交流を通して様々な習慣や物事に対する考え方の違いを体感し、
その違いを受け入れる寛容を養うことができた。

Ａ 継続

⑤協調性・健康体力をはぐくむ 継続 異なる世代との連携 講習参加者数 120名 120名 120名以上参加 12月25日～28日の3泊4日、長野県志賀高原横手山スキー場で実施。 Ａ
仲間と集団行動ができたと回答した
参加生徒の割合

100% 100% 100%

スキー・スノーボードの体験を通じ大自然を満喫するとともに、集団生活を通じ、
個人と集団の関係・時間やその他のルールを守る意義などを徹底して体験させた。
また、レクレーションで、生徒たちで計画し、行動する点において、生徒たちに
とって満足のいく取り組みとなった。

Ａ 廃止

⑥違いを認め共に生きる力・紛争
を解決する力 充実

大阪大学等の留学生との交流
会の実施

参加者数

１年生
   文理学科

　　160人
　普通科
　　200人

１年生
   文理学科

　　36０人

１年生
   文理学科

　　36０人

①サイエンステーマ（SSH）及びグローバルテーマ（SGH）を１年生文理学科9クラ
スの生徒たちが阪大留学生にプレゼンテーションを実施。
英語Ｌの授業と関連付け、日本文化を英語で紹介するグループプレゼンテーションを
実施予定。交流会の前半は留学生に自国の文化や将来の夢について語ってもらい、後
半は紹介したい日本文化を英語でプレゼンテーションし、留学生からの質疑応答を
行った。

Ａ
異文化について理解を深めることが
できたと回答した参加生徒の割合

100% 100% 100%

日頃から学んでいる英語を実際に活用しコミュニケーション能力を高める機会とし
て、大阪大学の教養及び探求心・冒険心の高い留学生と、実際に英語をつかっての
交流となった。
①研究交流…SS課題研究基礎で取り組んでいる研究について、日頃から学んでいる
英語を実際に活用しコミュニケーション能力を高める機会となった。

②文化交流…留学生の国の文化を学ぶことにより、異文化に対する関心を高める機
会になるとともに、留学生の学問に対する姿勢や将来の目標に触れて、生徒が大き
な志をもつ機会となった。

Ａ 継続

⑦高い志をはぐくむ・規範意識 継続
地域交流活動、ボランティア
活動の推進

活動人数 1110人 1080人 1080人

2年生全員が、クラブ単位や個人等で半日以上の異世代交流やボランティア活動に、自
主的に取り組む「志学」（成果・ふりかえりのレポート提出）を実施。
地域からも認められる活動となった。

全学年のクラブ員で取り組む計画や、取り組みを複数回計画しているクラブがあっ
た。

A
ボランティア活動に参加した生徒の
割合

100% 100% 100%

2学年全員が自主的に地域でのボランティア活動や異世代交流を行う「志学」が、本
校における教育のひとつの柱として完全に定着し、生徒もその取組のなかで主体的
に社会貢献意欲を高めるように計画する。地域からも認められる活動になり、「こ
ころの再生」府民運動の推進にも貢献した。

A 継続

⑧高い志をはぐくむ 充実 土曜セミナー等の実施

SSS
（スーパーサイエンスセミナー）
SGS
（スーパーグローバルセミナー）
英語ディベートセミナーの
合計実施回数

４０回 ４０回 20回

①SSS 8回
②SGH  6回
③ディベートセミナー　6回

土曜講習の年間予定と調整し、回数を精査し期間を集中して実施した。

Ｂ
授業以外の体験ができたと回答した
参加生徒の割合

100% 100% 100%

①SSS生74名が「授業以外の専門性と教養を高める体験ができた」と回答する割
合。
②SGS生21名が「授業以外の専門性と教養を高める体験ができた」と回答する割
合。

A 継続

⑨高い志をはぐくむ 継続
各界で活躍している方による
講演会の実施

講演会の回数 35回 35回 28回

①１年全員 3回（進路別講演会　2回（計14名招聘）、阪大講演会１回）
②２年課題研究　4回
③スーパーサイエンスセミナー　SSS　5回
④スーパーグローバルセミナー　SGS 6回
⑤希望者対象3回（京大2回、阪大工学部1回）
土曜講習の年間予定と調整し、セミナーの回数を精査し期間を集中して実施したた
め、目標値から下回る結果となった。

Ｃ
目標を高くもって頑張ると回答した
参加生徒の割合

97% 95% 96%
・参加生徒が「高い志を持ち、目標に向かって頑張る」と回答する割合。
・課題研究・課題研究基礎・SSS・SGSの事後アンケートで「自ら探究活動を積極
的に頑張りたい」と回答する割合。

A 継続

⑩授業力向上 継続 保護者等への授業公開実施 保護者等の参加人数 474人 500人 462人
第１回は4月20日午後に実施
第２回は10月20日午前に実施 C

参加した保護者の肯定的な回答の割
合

95% 95% 95%
授業内容や授業に対する教員の熱意、生徒の取り組みに対する保護者の肯定的な回
答の割合。 A 継続

⑪教科指導力向上 継続
外部講師による教科指導力向
上研修と教科会議

学校教育自己診断における次の項目
の肯定的評価９０％以上

１．授業内容は自分の学習や発達に
　　役立っている。
２．教材や指導方法に工夫が感じら
　　れる授業がある。
３．授業で自分の考えをまとめた

り、

　　発表する機会がある。

１．88%

２．81%

３．70%

１～３の
項目の
肯定的評価
90% 以上

１．91%

２．84%

３．73%

「生徒たちが希望する大学進学への受験指導」と「生徒が能動的に学ぶ学習・授業」
の両方を充実させる「豊高型アクティブラーニング」推進の取組みを進めている。
①１学期校長による授業観察と指導・助言。４月下旬～５月上旬（連休明け）
②１学期、教員相互による授業見学の実施。6月14日～6月20日の5日間で実施。
③10月4日 外部講師による教員研修（大学入試新テストに向けて、現状と課題）を実
施。
④「学校教育自己診断（教員向け） 」を10月18日に配布。10月末提出締切、11月
中旬にデータ集約。
⑤校内で国社数理英から１名ずつで「アクティブラーニング開発チーム」を発足し、
相互授業見学と校内研修（３回）を実施。

B
経験の浅い教員のアンケート結果
で、生徒指導力が向上したと回答し
た割合

100% 100% 100%
経験の浅い教員が、管理職による授業観察及び指導助言、教員相互の授業見学、お
よび授業力向上研修・研究協議の機会を通じて、「授業力及び生徒指導が向上し
た」と回答する割合。

A 継続

⑫課題研究力向上 継続
SSH・SGH課題研究におけ
る評価法の確立

・心のルーブリック評価
・豊高型グローバルマインドセット
　評価のルーブリック

・SSH 3.3
・SGH 3.2

平均3.３以上 3.6
・SSH 3.6
・SGH 3.6 Ａ

課題研究のルーブリック評価で、課
題研究の質が高まったと回答する生
徒の割合

85% 85% 87%
課題研究を行う2年生文理学科の生徒が「ルーブリック評価で課題研究の質が高まっ
た」と回答する割合。 Ａ 継続

⑬10校が共通で実施する学力調
査

学力調査の結果

⑭大学入試センター試験への参加
大学入試センター試験
5教科7科目受験者の割合

77.4% 80% 79.2%
大学入試センター試験
5教科7科目志願者の割合 B 継続

⑮大学入試センター試験の結果
5教科7科目受験者における得点率
8割以上の者の割合

25% 25% 36.7% 5教科7科目受験者における得点率8割以上の者の割合 Ａ 継続

⑯課題研究活動 ルーブリック評価による評価点 7.4点
平均８点

（10点満点）
7.2点

「心のルーブリック」（SSH）、「グローバルマインドセットのルーブリック」
（SGH）での平均点 Ｃ 継続

⑰コンクール・コンテスト等の成
果

全国規模のコンクール・コンテスト
等の入賞者数

①全国レベル
6グループ

②世界レベル
1グループ

全国レベル
５グループ

①全国レベル
6グループ

②世界レベル
1グループ

①英語パフォーマンス甲子園準グランプリ・SSH全国大会ポスター発表賞
・京大サイエンスフェスティバル副学長賞・大阪府生徒研究発表会第2部優秀賞・同
銀賞・大阪府高等学校生物教育研究会　生徒第１位
②〇ＳＩＳＣ－ＩＳＳＦ2019
Most Cretive Design　Award
The　Best　Engineering　Award

Ａ 継続

Ⅶ．英語運用能力 ⑱英語外部検定試験（TOEFLiBT
チャレンジ含む）

①TOEFLiBTスコア

②ＧＴＥＣ For Student スコア
　（１，２年）

①1年生
　40点以上が
　12名

　3年生
　60点以上が
　2名

　40-60点が
　19名

② 980点中
　6１0点以上

　が５0名

①3年生
 8人以上が
（全体の10%）

 60点以上、

  56人以上が
（全体の70%）

  40-59点

②1280点中
 960点以上

 が５0名

①3年生
 60点以上
２名（受験者4
名）

 40-59点
1名（受験者4
名）

②1280点中
 960点以上
 が180名

TOEFLiBTチャレンジテストの結果

ＧＴＥＣ Advancedの結果
A 継続

　グローバルスタディーズの他、即
興型英語ディベートを実施するな
ど、４技能統合型の授業改善ととも
に、生徒の英語力向上に結び付いて
いると考えられる。
　外部試験の指標を、TOEFLから
GTECへ移行していくとのことだ
が、引き続きデータの分析を行い、
より効果的な英語教育の実践につな
げていただきたい。

AA

⑲スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

101名 110名 120名 ＳＧＵ83名、ＧＳＣ117名 Ａ 継続

⑳進学実績
進路希望達成率
（年度当初の希望の達成率）

51% 53% 41% Ｃ 継続

㉑国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 127名 14５名 158名 Ａ 継続

㉒海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 0名 2名 1名 Ｂ 継続

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

学
校
独
自
の
取
組

　SSHとSGHの指定を受けてお
り、学校全体としてさまざまな課題
研究を行っていることは強みであ
る。成果発表会として、「豊高プレ
ゼンテーション」を実施しており、
SSHとSGHそれぞれの運営指導委
員からもプレゼンテーション力の向
上について高い評価を得ており、今
後も開かれた発表会の継続により、
SSHとSGH両方に取り組んでいる
ことの成果を発信していっていただ
きたい。
　各種コンテストにも積極的に参加
しており、またグローバルスタ
ディーズは少人数であるが、より深
い学びという点で成果をあげている
ことは評価できる。
　リスニング講習を通して、英語運
用能力等に自信を持たせる取組みは
興味深く、どのような点が効果的で
あったかなど検証し、さらなる工夫
改善に努めていただきたい。

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値 実績

　スキー・スノーボード講習会で
は、生徒たちが自ら計画し、行動す
る場面があり、協働的な学びの実践
ができている。
　また、語学研修においては、単な
る語学学習だけでなく、ヨーロッパ
各国から訪れた同年代の若者と諸活
動を共にすることにより、コミュニ
ケーション力を高める機会となって
いる。
　１年生の時期に、かつ全生徒が留
学生に対して、サイエンステーマや
グローバルテーマでプレゼンテー
ションを実施する機会を設けるの
は、素晴らしい取組みである。ここ
でもSSHとSGHのこれまでの成果
の積み重ねが活かされており、高く
評価できる。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

　ボランティアについては、２年生
を中心とし、新学習指導要領の道徳
教育に対応する先進的な取組みを実
施している。そして、その成果を
メールマガジンを通じて他の府立高
校に広めたことは評価できる。ま
た、地域との連携で商品の販売を行
うなど、生徒による活動がますます
充実・進化している点は高く評価で
きる。
　高い志を育むために、土曜セミ
ナーや各界で活躍している方による
講演会を実施しており、生徒のモチ
ベーションアップやキャリア形成に
つながっている。

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

　学校全体として授業改善に取り組
んでおり、教科会議でディスカッ
ションする教員研修の実施や、アク
ティブラーニング開発チームを設置
し校内で研究会を３回実施するなど
具体的に進めている。
　また、カリキュラムづくりについ
ても、各教科で身に付けさせたい資
質・能力の確認、教科横断的な取組
の検討、志学や課題研究を通して学
びに向かう人間性の論点整理を実施
していくなど、プロセスが具体的で
あり、成果が期待できる。
　取組指標としている「学校教育自
己診断における３項目の肯定的評
価」について、いずれも前年度実績
を上回っているが、目標の９０％以
上に達していない項目もあり、引き
続き改善に努めていただきたい。

A

A

総合評価

　豊中高校のめざすものが、教職員間で共有できており、さまざまな取組みの成果となって現れている。スーパーグローバルハイスクールであると同時にスーパーサイエンスハイスクールでもあり、課題研究など多様な取組みを実施しながら、進学実績についても大きな成果をあげていることは評価できる。まさに、主体的で対話的な学びが深い学びにつながっている好事例であり、他の府立高
校にとってモデルとなるものである。また、生徒の対話的な学びにとどまらず、教員同士の対話的な学びも視野にいれたアクティブラーニング開発チームの創設は高く評価したい。若手教員がリードして、アクティブラーニングの普及・定着をめざしており、今後の成果が期待される。
　課題研究については、SGHとSSHそれぞれの運営指導員から年々プレゼンテーション力が向上していると評価されるなど取組みの成果が現れている。また、招待校によるポスター発表など、校内にとどまらず、積極的に他校との交流や外部への発信を行うなど開かれた取組みになっている。スーパーグローバルハイスクールの指定終了後の展開を視野に入れながら、さらなる発展をめざして
いただきたい。
　国際交流や地域貢献を通して、社会との関係性を教育の場に積極的に取り入れており、学びの機会の充実だけでなく、学ぶ場面が充実している。社会に貢献する志を持つグローバルリーダーの育成に向けて、豊中高校のさらなる躍進を期待する。

A

共
通
の
取
組

Ⅴ．総合的な学力の測定 評価審議会資料３に明記

Ⅵ．課題研究活動

Ⅷ．進学実績 　スーパーグローバル大学（タイプ
Ａトップ型）およびグローバルサイ
エンスキャンパスへの進学者数と、
国公立大学現役進学者数は、前年度
実績および目標値を上回っており、
特に国公立大学現役進学者数が大き
く伸びたことは大いに評価できる。
　進路希望達成率については、年度
当初と最終的な希望が異なる場合も
考えられることから、要因の分析を
行い、必要な対応を検討頂きたい。

　大学入試センター試験5教科7科
目受験者の割合は、わずかに目標値
に届かなかったものの、前年度実績
を上回っている。
　また、得点率8割以上の者の割合
が飛躍的に伸びたことは大いに評価
できる。

A

　全国規模のコンクール・コンテス
ト等で入賞するだけでなく、国外の
大会でも活躍がみられる。
　どのような資質を身につけると科
学的な研究者につながるかをルーブ
リックなどを用いて研究し、その成
果を踏まえて改善するなど、評価の
観点にも力を入れている。

A

AAA

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料2-８



平成30年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート 府立茨木高等学校

コメント 評価

①言語活用力 継続 ディベートを取り入れた英語授業の実施 実施回数
６回
/講座

６回
／講座

6回
/講座

目標を達成 Ｂ
【アンケートによる生徒の評価】
ディベートをすることで英語の表現
力が高まった

85% 80% 82% 目標を達成 Ｂ 継続

②言語活用力・ICT活用力 継続
教科・委員会活動を通じたプレゼンテーション能
力の向上

A：「保健」の授業での
　　　　　プレゼンテーション
B：「1年行事委員会活動」での
　生徒間のプレゼンテーション

Ａ：１回
／生徒

Ｂ： 11回

Ａ：１回
／生徒

Ｂ： 10回

Ａ：1回
/生徒

Ｂ：11回

Ａ:1年保健:環境汚染についてのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝを
実施中、2年保健においては生涯を通じる健康
の分野でﾃﾞｨﾍﾞｰﾄを実施し、その中で最低1回
は発言する機会を持たせた
Ｂ：委員会活動は現時点で11回実施

Ｂ

【アンケートによる生徒の評価】
A：授業を通じて自らの成長を実感でき
た
B：1年行事委員会に参加して充実した
活動ができた

A：９０％

B：９４％
90%

Ａ：92％

Ｂ：88％
平均90％　目標を達成 Ｂ 継続

③基礎学力の向上 継続
進路目標達成のための基礎的教養や知識を高める
図書の充実

図書館の開館日数の確保 204日 210日 209日
前期は地震・台風の影響により開館
できない日があった。 Ｂ

生徒に対する図書館蔵書の貸し出し
冊数
及び、生徒一人あたりの図書購入冊
数

貸出冊数
3331冊

購入一人年
2｡2冊

貸出３000
冊

購入一人年間
2冊

貸出冊数
3002冊

購入一人年
2.2冊

目標を達成 Ｂ 継続

④共感力・違いを認め共に生きる
力

継続
生徒の人権委員を中心とした多文化共生・多様性
受容の取り組み

実施回数
７回/3年
11回/2年
４回/1年

年4回/学年
7回/3年
7回/2年
7回/1年

3年：大阪の在日外国人問題
2年：戦争と人間
1年：命について考える

Ａ

【アンケートによる生徒の評価】
様々な取り組みを通じて、深く自国
や自分自身を見つめ直すことができ
た

3年98％
2年92％
1年84％

90%
3年98％
2年97％
1年95％

平均97％　目標を大きく上回った Ａ 継続

⑤課題発見力・紛争解決力 継続 生徒各種委員会の定例開催と討議内容の充実 開催回数 ２５回 20回 36回
生徒議会14回
各行事関係委員会22回

Ａ

【アンケートによる生徒の評価】
「文化祭」「体育祭」等の学校行事
は充実した内容で実施され、工夫さ
ている

91% 90% 91% 目標を達成 Ｂ 継続

⑥健康・体力をはぐくむ 継続 リーダー研修Ⅲ（クラブサポート事業）の実施 実施回数 １２回 10回 11回
11回実施
のべ878名

Ｂ
【アンケートによる生徒の評価】
研修内容を、今後のクラブ活動にお
いて有効活用できる

90% 90% 100% 目標を大きく上回った Ａ 継続

⑦高い志・規範意識をはぐくむ 継続
リーダー研修Ⅰ・Ⅱ
　（リーダーの資質と規範意識の獲得）の実施

実施回数
Ⅰ：１１回

Ⅱ：９回

Ⅰ： 10回

Ⅱ： ９回

Ⅰ：11回

Ⅱ：9回

Ⅰ：のべ878名

Ⅱ：のべ351名
Ｂ

【アンケートによる生徒の評価】
研修内容を、今後の学校生活におい
て有効活用できる

Ⅰ：92％
Ⅱ：90％

90%
Ⅰ：87％
Ⅱ：99％

平均93％　目標を達成 Ａ 再編

⑧高い志・共生力をはぐくむ 継続 ボランティア活動の推進 地域等の活動への参加回数 １５回 10回 19回

地域行事等の補助、
世界の飢餓の子どもを支援する活動、
市制作の映画撮影協力、
子ども食堂補助、点字ブロック調査、
その他の活動

Ａ 生徒ののべ参加人数 ７９０名 780名 782名

現時点、地域行事の補助等121名、
世界の飢餓の子どもを支援する活動50名、市制
作の映画撮影協力450名、子ども食堂補助10
名、点字ブロック調査5名、その他の活動146名

Ｂ 充実

⑨学びの意味と自らの将来につい
て深く考える

継続 卒業生講座・学問発見講座 実施講座数・実施回数
２４講座
/年２回

２０講座
/年２回

24講座
/年2回

学問発見講座14講座
卒業生講座10講座

Ｂ

【アンケートによる生徒の評価】
「卒業生講座・学問発見講座」は、
自分にとって満足できる内容であっ
た

94% 90% 96%
学問発見講座の満足度（94％）
卒業生講座の満足度（97％）

Ａ 継続

⑩最先端の学びの研究 継続
大学等と連携した「最先端の学び」を知る取り組
み

実施教科数 ４教科 2教科 3教科

ＧＬＨＳ教員研修受講予定（数学）
教員向け研修受講（英語）
高等学校教員のための指導力向上セ
ミナー（地歴）

Ｂ
《授業アンケートによる生徒の評価》
この先生の授業を受けて、科目に対
する興味・関心が一層深まった

83% 85% 80% 目標に近い値を達成 Ｂ 再編

⑪授業力向上 継続 バディシステムを用いた互見授業の実施 教員1人あたり年2回以上の実施 ２.８回/人 2.0回／人 2.2回/人 目標を達成 Ｂ

《授業アンケートによる生徒の評価》
信頼できる先生なので来年もこの先
生の授業を受けたい（後輩に受けさ
せたい）

88% 88% 88% 目標を達成 Ｂ 継続

⑫授業力向上 継続 研究授業の実施 実施回数 9回 ９回 9回 全教科で実施済み Ｂ 研究授業の教員のべ参加人数 9０名 60名 70名 目標を達成 Ｂ 継続

⑬10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑭大学入試センター試験への参加
大学入試センター試験
5教科7科目受験者の割合

82.3% 85% 84.8% 概ね目標を達成 Ｂ 継続

⑮大学入試センター試験の結果
大学入試センター試験の5教科7科目
の受験者の得点率

74.1% 74% 79% 目標を達成 Ａ 継続

⑯課題研究活動 多様なテーマを扱う生徒の課題研究 24講座 22講座 22講座 2年生 文理学科 普通科 共に実施 Ｂ 継続

⑰コンクール・コンテスト等の成
果

全国青少年読書感想文コンクール・
全英連 全国 essay contest等の入
賞者数

9名 5名 6名

大阪府読書感想文コンクール佳作2名
全国高等学校生徒英作文コンテスト入選2名
LINE BOOT AWARDS 2018
グランプリ賞・学生部門賞1名
全国高校生MY PROJECT AWARD2018　文
部科学大臣賞１

Ｂ 継続

Ⅶ．英語運用能力
⑱英語外部検定試験（TOEFLiBT
チャレンジ含む）

TOEFL iBT ｺﾝﾌﾟﾘｰﾄﾌﾟﾗｸﾃｨｽﾃｽﾄｽｺｱ
①80点以上の人数
②60点～79点の人数

①４名
②10名

①８名
②16名

①2名
②15名

191名受験
①目標を達成できなかった
②目標に近い値を達成

Ｃ 再編

　SET配置以前より、４技能バラン
スよく身につけさせる授業を実践さ
れており、引き続き高い英語力の育
成をめざしていただきたい。

AA

⑲スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

127名 80名 157名 目標を達成 Ａ 継続

⑳進学実績 東大、京大、阪大、神大の合格者数 103名 120名 137名 目標を達成 Ａ 継続

㉑国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 119名 ー 171名 ー ー

㉒海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 0 ー 2名 ー ー

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

学
校
独
自
の
取
組

　教科指導や委員会活動において、
ディベートやプレゼンテーションを
取り入れ、表現力を高めることで、
生徒は自らの成長を感じている。
　基礎的教養や知識を高めるために
図書を充実させており、これまで理
系図書を増やしたり、図書館以外に
も教科で貸し出し用の図書を用意す
るなど工夫がみられる。

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値 実績

　生徒が主体的に取り組んでいる点
は評価できる。
　また、生徒の自主性や主体性を大
切にしながら、教職員のサポートの
在り方が重要になるが、リーダー研
修Ⅲのように、今後の部活動に有効
活用できる研修を実施していること
は評価に値する。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

　リーダー研修Ⅱは、高い評価を得
ている一方、リーダー研修Ⅰでは前
年度実績を下回っており、その要因
を分析し改善につなげていただきた
い。
　卒業生講座・学問発見講座は、講
座数およびその内容の充実がアン
ケート結果に表れているといえる。
　ボランティア活動については、学
校運営協議会で出された意見をもと
に、成果指標の設定を検討し、さら
なる充実が図られることを期待す
る。

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

　バディシステムによる互見授業を
年２回実施し、教員は自発的に公開
授業週間を設定している。アクティ
ブラーニング型の授業が増えている
が、生徒による授業評価を分析し、
型にはまらず、生徒が一所懸命に考
えるような質問や教材の工夫が見ら
れる。

AA

AA

総合評価

　「二兎を追う」たくましい生徒を育成するためのさまざまな取組みが行われており、特に授業力向上に向けた工夫改善は評価できる。バディシステム導入による成果はあがってきており、教員が自発的に公開授業週間を設定するなど授業改善に向けた動きが活発になってきている。アクティブ・ラーニング型の授業を推進し
ており、生徒による評価も高まってきているが、一方で従来型の授業も高い評価を得ており、型にはまらず、質の高い授業を提供しようとする姿勢は今後も大切にしていただきたい。また、教員の発案により、新学習指導要領への対応を検討するチームを立ち上げたり、大学入試改革への対応として、試行テストを活用し、各
教科で対策を検討するなど、教員の自発的・積極的な姿勢がみられ、今後の成果が大いに期待できる。課題研究についても、大学から講師を招いて、課題研究の進め方について研究を進めており、今後の発展が楽しみである。
　茨木高校では、「高い志」「二兎を追うたくましさ」「自主自立の精神」を３本柱としている。「二兎を追うたくましさ」は、インパクトがあり、生徒の中にも根付いているが、高校３年間で何か１つのことに打ち込むことが、生徒のさらなる成長につながる可能性もある。伝統を大切にしつつ、茨木高校のさらなる躍進を
めざして、次のステージへ進んでいただきたい。

AA

共
通
の
取
組

Ⅴ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

Ⅵ．課題研究活動

Ⅷ．進学実績

　スーパーグローバル大学（タイプ
Ａトップ型）およびグローバルサイ
エンスキャンパスへの進学者数、東
大、京大、阪大、神大の合格者数、
国公立大学現役進学者数のいずれに
おいても、前年度実績を大きく上回
り、目標値を達成していることは評
価できる。
　海外大学進学者数も２名あり、今
後も進路希望の実現に向け、国内外
の大学への進学支援の充実が望まれ
る。

　大学入試センター試験5教科7科目
受験者の割合および受験者の得点率
について、前年度実績および概ね目
標値を達成している。
　大学入試センターにおける成績
は、下記の大学進学実績にも影響し
ていると考えられ、今回の結果につ
いて要因を分析し、引き続き進学指
導に役立てていただきたい。

A

　課題研究については、指導する教
員の育成が１つの課題であるが、大
学から講師を招いて課題研究の進め
方について研究しているということ
で、さらなる充実を期待している。

A

AAA

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料2-５



平成30年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート 府立大手前高等学校

コメント 評価

①言語活用力・ICT活用力 継続 校内成果発表会の実施 校内成果発表会の発表人数 845人 1000人 770人
課題研究発表会1年360
　　　　　　　2年・3年各16０
数学の研究発表会50

Ｂ

①プレゼンテーション能力が向上し
たと回答した発表生徒の割合
②外部指導助言者等による肯定的評
価割合

①96％
②91％

①100％
②9０％

①７６％
②９０％

①本校3年生に今年から実施したスーパー
サイエンス・グローバルリーダーマイン
ドセットテスト表現力の項目の平均値
（本年度より指標を変更）②実際の評価
の文言~肯定的な委員の比率を拾う。

Ｂ 継続

②基礎学力の向上 充実 勉強合宿・補習・講習の実施 参加者数 1197人 1000人 1074人
3月最初に行なう勉強合宿
年間約15回の学習活動日
土曜日も含めた毎日の補習（3年）

Ａ
5教科7科目受験者における得点率
8割以上の者の割合

26.0% 28.0% 39% 720点以上の生徒122名/315名 Ａ 継続

③英語運用能力 充実

①イングリッシュキャンプ・TOEFL講座
の実施
②ネイティブによる４技能向上に向けた
授業実践

参加者数
①60人

②720人
①60人

②720人
①60人

②720人
①1年30人、2年30人で3月実施
②１年、2年の授業

Ａ
①英語運用能力に自信がついたと回
答した参加生徒の割合
②センター試験英語平均点

①82％
②全国平均
に対して
124%

①8５％
②全国平均
に対して
130%

①90％
②133％

①イングリッシュキャンプは3月に実施
②英語筆記の平均164点と河合塾算出の
平均点124点との比

Ａ 継続

④違いを認め共に生きる力・紛争
を解決する力

継続
・海外からの学校訪問の受入
・海外スタディツアーの実施

・学校訪問受入者数
・海外スタディツアー参加者数

受入21
派遣112
交流59

200人
受入2３
派遣185
交流60

受入:英国10・その他13
派遣:オーストラリア・アメリカ・シン
ガポール185

Ａ
異文化について理解を深めることが
できたと回答した参加生徒の割合

95% 95% 91.50% 実施後のアンケートによる Ａ 継続

⑤共感力・協調性 継続
①野外生活体験学習の実施
②コーラス大会の実施

参加者数
①360人

②1080人
①360人

②1080人
①360人

②1080人
①野外生活体験学習の実施
②コーラス大会の実施

Ａ
この学校で良かったと回答した生徒
の割合

97% 98% 88.10%
学校教育自己診断
「学校生活に満足している」と答えた割
合（本年度より指標を変更）

Ｂ 充実

⑥健康・体力をはぐくむ 継続
クラブ活動や学校行事のための自治会活
動の活性化

①新入生オリエンテーションや部活
発表会の実施
②自治会発行冊子の発行

①年間2回
②年間一部

①年間2回
②年間一部

①年間2回
②年間一部

①新入生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・文科系ｸﾗﾌﾞ発表
会
②『スプリング』の発行

Ａ クラブ加入率 93.6% 94.0% 93.50% クラブ登録データから Ａ 継続

⑦社会貢献意識を高める 継続 ボランティア活動の推進 ボランティア活動に参加する人数 570 550 191
これまで参加してきたボランティア行
事が実施されなかったため

Ｂ
GLHS卒業生アンケート「学びの成
果を将来社会の役に立てたい」とす
る項目の肯定的意見の割合

73% 80% 72% ＧＬＨＳ卒業生アンケートより A 継続

⑧規範意識 再編 自己規律意識の涵養 全教員の輪番による登校指導 毎日 毎日 毎日
今年は輪番制はいったん取りやめ
（生活指導部中心の体制に）
下校指導は輪番制で継続

Ａ 1年あたりの総遅刻者数 3490人 2400人 3725人 指導方法の変更の検討が必要 Ｂ 充実

⑨高い志をはぐくむ
継続 各界リーダーによる講演会の実施 OB等による講演会の回数 117回 100回 77回

①全校生徒対象の講演会１
②サマースクールでの講演２
③集中セミナーでの講話７０
④東京研修での講話　大学３　ＯＢ１

Ｂ
目標を高くもって頑張ると回答した
参加生徒の割合

97% 97% 86%

本校3年生に今年から実施したスーパーサ
イエンス・グローバルリーダーマインド
セットテスト社会貢献意識の項目の平均
値（本年度より指標を変更）

Ｂ 充実

⑩進路指導力向上 継続
民間教育産業と共同したスキルアップ研
修

①研修回数
②研修参加者数

①19回
②80人
（のべ）

①20回
②70人
（のべ）

①15回
②70人

模擬試験のあとのレクチャー、職員進
路研修などだが、本校進路部による研
修も増やしてゆく方向。

Ａ
本校の進路指導は信頼できると回答
した保護者の割合

92% 93% 88.90%
「学校は進路に関する情報を積極的に提
供している。」と答えた割合（本年度よ
り指標を変更）

Ｂ 継続

⑪授業指導力向上 継続
研究授業、授業参観等の実施
（バディシステムの導入）

①研究授業の回数
②公開授業の回数

①275回
②216回

①100回
②216回

①71回
②２１６回

①バディシステムによる相互研究授業
と初任者の研究授業の合計
②5月に行なう公開授業

Ａ
生徒アンケート「次年度も授業を受
けたい、または後輩に進めたい」と
回答した生徒の割合

86.7% 87% 87.30%

授業アンケート「授業内容に興味・関心
を持つことができた」「授業を受けて知
識や技能が身についたと感じている」二
項目の全教員の平均値

Ａ 継続

⑫教材開発 継続
①オリジナル教材の開発
②シラバスの充実

①教材開発
②改定冊数

①8科目
②3学年分

①8科目
②3学年分

①8科目
②3学年分

Ａ
先生は教科書の他、役に立つプリン
トなどをうまく使っていると回答し
た生徒の割合

85.7% 86% 85.80%
授業アンケート「先生は教科書の他、役
に立つ用材などをうまく使っている」の
全教員の平均値

Ａ 継続

⑬10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑭大学入試センター試験への参加
大学入試センター試験
5教科7科目受験者の割合

86% 88% 91.8% 325/354=91.8 Ａ 継続

⑮大学入試センター試験の結果
5教科7科目受験者における得点率
8割以上の者の割合

26% 28% 38.2% 720点以上の生徒124名/325名 Ａ 継続

⑯課題研究活動 全国規模での大会の発表者数 2４人 20人 ３３人

マスフェスタ９　ＳＳＨ全国５
パソコン甲子園３
日本数学コンクール７
情報オリンピック６
supercomputing contest３

Ａ 継続

⑰コンクール・コンテスト等の成
果

全国規模のコンクール・コンテスト
等の入賞者数

①府レベル
14名

②全国レベ
ル15名

①府レベル
15名

②全国レベ
ル15名

①府レベル
１９名

全国レベル
５名

Ｂ 充実

Ⅶ．英語運用能力
⑱英語外部検定試験（TOEFLiBT
チャレンジ含む）

TOEFLiBTスコア（チャレンジを
含む）
①1年次　６0点以上
②2年次　60点以上

①5人
②10人

①６人
②12人

①3人
②3人

スコア報告書より Ｂ 継続
　SET配置の最終年度となるが、引
き続き４技能をバランスよく身につ
ける授業の実践を望む。

AA

⑲スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

121人 100人 112人 Ａ 継続

⑳進学実績
進路希望達成率
（第一志望への合格率）

34.6% 40% 37% Ａ 継続

㉑国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 １４５人 １60人 163人 Ｂ 充実

㉒海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） ０人 １人 0人 Ａ 充実

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

学
校
独
自
の
取
組

　基礎学力の向上については、前年
度実績を10ポイント以上上回る結
果となり、勉強合宿・補習・講習を
含めた学習指導の成果と考えられ
る。また、英語についても、４技能
向上に向けた授業実践などが功を奏
している。
　発表会にかかる成果については、
「①プレゼンテーション能力が向上
したと回答した発表生徒の割合」が
前年度実績を大きく下回っており、
要因の分析と改善が望まれる。

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値 実績

　海外派遣は、オーストラリア・ア
メリカ・シンガポールと行先が異な
るだけでなく、それぞれ目的を明確
にして実施している。
　野外生活体験学習の実施やコーラ
ス大会などの行事が充実している。
部活動や自治会の活動も、従前どお
り生徒が主体的に行ってはいるもの
の、活動の状況によっては、教職員
のサポートの在り方について検討が
必要である。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす 　さまざまな内容で多くの講演を実

施しているが、成果指標について
は、前年度実績を10ポイント以上
下回る結果となっており、要因の分
析と改善が必要である。
　また、ボランティア活動と登校指
導についても、取組指標の設定を含
め、今後検討が必要である。

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

　バディシステムを取り入れるとと
もに、特に他の府立高校との交流を
通じて、授業改善に努めていること
は評価できる。
　引き続き、わかりやすく興味が持
てる授業や考える機会の設定を意識
して、授業力の向上に努めていただ
きたい。
　また、進路実現にかかる分析をさ
れており、今後その結果を教育活動
に活かすことを期待する。

AA

A

総合評価

　大阪城を望む、恵まれた環境のもと、豊かな教育活動が営まれている伝統校である。英語４技能を高めるための英語教育を実践しており、骨太の英語力養成事業終了後においても、さらなる進化を期待する。また、海外研修については、より多くの生徒が参加できるように工夫するとともに、行先に応じて目
的を明確化することにより、生徒にとっては海外研修における学びに向けた計画的な学習ができるようになり、また学習へのモチベーションアップにもつながっている。これらがグローバル人材育成の取組みとして有効に働いていることを評価したい。
　教員の考えを吸い上げ、ボトムアップとトップダウンの良さを生かし合っており、そのことが教員の育成において効果的なものとなっている。また、SSコースの導入においても、議論を重ね、様々な工夫がなされており、その成果が大いに期待される。わかりやすく興味が持てる授業、考える機会の設定、行
事や部活動にもしっかり取り組むことを学校として大切にしており、授業改善をはじめ具体的に取り組んでいる。進路実現にかかる分析などを通して、生徒の状況を学校全体として把握している。生徒がリスクのあることに努力しない傾向にあるとの分析を踏まえ、今後どのように取り組んでいくのか注目した
い。大手前高校のさらなる進化を期待する。

AA

共
通
の
取
組

Ⅴ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

Ⅵ．課題研究活動

Ⅷ．進学実績

　スーパーグローバル大学（タイプ
Ａトップ型）およびグローバルサイ
エンスキャンパスへの進学者数につ
いては、目標値を上回っており、進
路希望達成率と国公立大学現役進学
者数については、前年度実績を上回
る結果となった。
　進路実現にかかり、進学実績と、
部活動および３年次の実力テストの
結果との相関について分析してお
り、今後の進学指導に活かされるこ
とを期待する。

　大学入試センター試験5教科7科
目受験者の割合および得点率8割以
上の者の割合は、前年度実績および
目標値を上回っている。
　特に、得点率8割以上の者の割合
は、前年度実績から12ポイント上
昇しており、高く評価できる。要因
について分析し、今後の指導に役立
てて頂きたい。

AAA

　全国規模のコンクール・コンテス
ト等で入賞するとともに、SSH重
点枠で行っていたマスフェスタを継
続していることは高く評価できる。
数学をテーマとしている学校は珍し
く、これまで培ってきたことを強み
として今後も継続されることを望
む。

A

AAA

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料2-１



平成30年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート 府立四條畷高等学校

コメント 評価

・自学自習力
・言語活用力

継続
学習合宿と英語コミュニケーション
集中講座の実施

自学の取組みにおける生徒の自己評
価　　　(学習合宿)

88% 80%以上 94%

学習合宿の代替として学習強化日を３日間設定した。定期
考査の振り返りや各教科の学習法講座を経て、自学自習に
取り組んだ。「集中して取り組めた」と回答した生徒が
94％であった。

A
英語コミュニケーション集中講座の
取組についての生徒の評価(肯定的意
見)

93% 90%以上 81%
「意欲的に取り組めた」と回答した生徒が81％。
「英語でのコミュニケーションに対する興味関心が
高まった」と回答した生徒は88％であった。

B 継続

・ICT活用力
・コミュニケーション力
・表現力

充実
プレゼンテーション大会の系統的実
施

参加人数 720名 720名 1080名

今年度の新たな取組みとして11月に英語によるグループ
発表を実施した（２年）。１年生は11月にグループ発表
を実施。２月には英語スピーチコンテスト（個人）を実
施。

A
各種プレゼン大会に向けての取組に
対する生徒の評価(肯定的意見)

90% 90%以上 90%

２年生の英語によるグループ発表では、「実現した
い社会」をテーマにパワーポイントを用いたプレゼ
ンを行った。各クラスの予選会を経て、代表チーム
が本選で発表した。

A 継続

・科学的リテラシー 新規
「探究ラボ」による科学的リテラ
シー育成

取組メニューの数 13個 １０個 ８個

大阪サイエンスデイ（３班10名）、阪大SEEDS（４
名）、京大ELCAS（１名）参加。学校説明会では中学生
対象に体験授業を実施。外部での発表等。大阪サイエンス
デイで優秀賞受賞。

B
「探究ラボ」の生徒による活動への
評価（肯定的意見）

91% 90%以上 89%

校内での探究活動に加え、校外での様々なイベント
にも積極的に参加している。週に一度の「ラボ
デー」では各班が研究の進捗状況を発表、研究内容
を探究ラボ全体で共有している。

A 継続

・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性

充実
海外修学旅行及び海外からの訪問者
受入による国際交流

修学旅行全般についての生徒の評価
（肯定的意見)

93% 90%以上 98%
修学旅行（10/16～10/19）では、2年生が台湾に行
き、現地高校生との交流を行った。B＆Sでは現地大学生
との交流を行い、いずれも生徒の満足度は高かった。

A
国際交流に対する生徒の評価(肯定的
意見)

88% 80%以上 94%

校内では、オーストラリアの高校生（12月）、台
湾の高校生(１月)との交流を実施。1年生で歓迎会
を実施し、授業や部活動などでも交流を行った結
果、国際交流の充実が図られた。

A 継続

・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性

充実
海外研修（オーストラリア・ベトナ
ム）及び国際交流プログラムの充実
（１･２年希望者）

参加人数 130名以上 ７０名以上 122名

ケンブリッジ研修（１名）、国際交流キャンプ（21
名）、ベトナム研修（６名）、オーストラリア学生との交
流（3８名）、台湾学生との交流（36名）。今後、オース
トラリア研修（20名）を実施。

A
海外研修参加生徒によるプログラム
に対する評価(肯定的意見)

100% 90%以上 100%

国際交流キャンプ（9月）、ベトナム研修（12月）
の満足度はともに100％。ベトナム研修では医療活
動の厳しさや患者への支援の仕方を学ぶことができ
たとの意見が得られた。今後、オーストラリア研修
（３月）を実施。

A 継続

・協調性
・健康・体力
・リーダー育成

継続 充実した部活動の維持 部活動の参加率 93% 90%以上 93%
部活動の参加率は１年生で98％、３学年合わせると93％
となっている。

A 部活動による入賞件数 76件 ６０件以上 ７２件
近畿大会には、男子ソフトテニス、軽音楽、水泳、
卓球（女子シングル、ダブルス、団体、男子ダブル
ス）、囲碁が出場。

A 継続

・進路実現　高い志 継続 飯盛セミナーの実施 講座数と参加人数
13講座
４８８名

10講座
400名

12講座
510名

11/７・８の２日間で計12講座を実施した。校内研修９
講座、外部での研修を３講座実施。

A
参加生徒によるプログラムに対する
評価（肯定的意見）

98% 90％以上 97%

外務省、起業、国際ボランティア、研究施設訪問な
ど、様々な内容の講座を実施した。生徒がテーマを
選んで受講することができ、自身の興味関心を深め
ることができた。

A 継続

・進路実現　高い志 継続
大学研究室訪問（東大・京大・阪
大・神大）

参加人数 ３９２名 300名以上 330名
本校卒業生の研究室等を訪問し、大学教授による講義を受
け研究施設を見学した。大学別参加者数は、東大19名、
京大103名、阪大118名、神大80名、九大10名。

A
参加生徒によるプログラムに対する
評価（肯定的評価）

98% 90％以上 98%

「知的好奇心を刺激するものだった」の肯定率は
96％と高く、大学での専門的な研究に触れた結
果、自己の将来像を明確化し進路実現への意欲が高
まったと言える。

A 継続

・規範意識とリーダーの資質向上 新規
①登校指導の実施
②アドプト・ロード・プログラム及
び地域清掃活動の取組み

①実施日数
②のべ参加者数

①168日
②754名

①160日
②250名

①168日
②758名

①登校指導は1／22までに147日。②アドプトロード、
地域清掃の取組みは部活動を中心に継続的に実施してい
る。

A
積極的に挨拶していることへの生徒
の自己評価（肯定率）

91% 90％以上 91%
外部の方に対しても生徒が挨拶する姿がよく見られ
る。学校説明会などでも中学生やその保護者から本
校生徒に対して高い評価を得ている。

A 継続

教員力の向上 再編
研修の系統的実施及びメンタリング
による教員の相互育成

研修実施回数と参加人数 年４回
195名

年３回
150名以上

年５回
21３名

スキルアップ研修（55名）、人権研修（54名）、若手教
員自主研修（９名）校務検討研修(60名)、支援に関する研
修(35名)を実施した。

A
研修に対する教員の評価（肯定的意
見)

99% 80％以上 96%
人権研修の肯定率は91％、若手教員自主研修の肯
定率は100％であった。研修の内容を現在のニーズ
に即したものとしている。

A 継続

・初任者の指導力向上 継続 初任者の指導力向上のための取組み 初任者ミーティング実施回数 12回 12回 12回
各分掌長やミドルリーダーが講師となり、校内初任者研修
を実施。２年目の教員もメンターとして適宜参加し、意見
交換を行っている。

A
初任者ミーティングに対するアン
ケートや感想による教員の評価
（肯定的意見)

100% 90%以上 100%
初任者ミーティングにメンタリングの要素を取り入
れている。2年目教員のプレゼンや初任者による学
校への提言など、活発な議論が交わされている。

A 継続

・教科指導力向上
・教材開発

再編
①研究授業び教員間の授業公開の実
施
②アクティブラーニングへの取組み

①実施回数
②取組み教員数の割合

①１７回
②８８％

①１０回
②８０％

①１９回
②７５％

研究授業は初任者10回、他９回。年間２回の授業公開期
間を設定し、個別の授業見学を推進した。

A
授業力向上に関する学校教育自己診
断の評価（肯定率）

92% 90%以上 96%
授業公開期間中、第１回では20名が、第２回では
50名が授業見学を実施した。教科を超えた授業見
学も多く、よい刺激を与えあっている。

A 継続

⑬10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑭大学入試センター試験への参加
大学入試センター試験
5教科7科目受験者の割合

73.2% 80% 78.1%
 275/352
担任団・進路担当者・教科担当の積極的かつ粘り強
い働きかけが生徒に届いた結果と判断できる。

A

⑮大学入試センター試験の結果
大学入試センター試験５教科７科目
受験者の得点率８０％以上

23% 20% 30.9%
85/275名
文系37名・理系48名と昨年よりも文理の差は縮
まった。

A

⑯課題研究活動 外部でのポスター、プレゼン発表数 17グループ 15グループ 23グループ
課題研究に関連した外部での発表が19本。その他
OSAKAスマホサミット、四條畷市主催のイベント
等でのプレゼンを４本実施した。

A

⑰コンクール・コンテスト等の成
果

外部のコンクール・コンテスト入賞
者

12チーム
（24名）

入賞10名
９チーム
（20名）

ライオンズクラブ英語弁論大会１名、英作文コンテ
スト１名、OSAKAスマホサミット、高校生チャレ
ンジ、実験力大会、大阪サイエンスデイ、情報オリ
ンピック２名、NBKフェスタで入賞。

A

Ⅶ．英語運用能力
⑱英語外部検定試験（TOEFLiBT
チャレンジ含む）

各種英語外部検定試験において
CEFR
①B２レベル
②B1レベル

①　8名
②85名

①　5名
②50名

①　4名
②133名

校内で英語検定の受検を推進したことから受検者数
が増加、結果にも現れた。1月には１・２年生全員
がGTECを受検した。

A
　B1レベルが大幅に増加したが、今
後はB2レベルの増加を期待する。 AA

⑲スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンプへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンプへの進学（１浪含む）

91名 ６０名 87名

北大４・東北大１・筑波大２・名古屋大１・京都大
１０・大阪大２9・神戸大３０・岡山大3・広島大
３・九州大２・早稲田大２とこの数年進学先は全国
に広がっている。

A

⑳進学実績
難関３国公立大学（京大・阪大・神
大）現役・浪人合格者数

69名 ７０名 70名
京都大１０・大阪大29・神戸大31の70名であっ
た。現役合格者の数が増加している。

A

㉒㉑国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 135名 120名 133名
現役進学者数はわずかに昨年に及ばなかったが、合
格者数は上回った。

A

㉒海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） ２名 1名 1名
アメリカの大学への進学を強く望んでおり、
Missouri Valley Collegeへの進学が決まってい
る。

A

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

学
校
独
自
の
取
組

　プレゼンテーションの機会と英語
の使用の機会をうまく絡めており、
生徒の評価も高い。
　より深く研究したい生徒を対象と
した探究ラボは、グループごとに複
数の顧問による指導で、優秀賞を受
賞し、生徒の評価も高い。
　学習合宿の代替として行った学習
強化日は評価が高かったものの、英
語コミュニケーション集中講座は、
前年度実績を10ポイント以上下回っ
ており、要因の分析と改善が必要で
ある。

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値 実績

　海外修学旅行や海外研修などの国
際交流の機会が提供されており、特
にベトナム研修では、現地の医療現
場での支援を通じて、さまざまな課
題を知り、その解決策を考える貴重
な機会となっている。
　部活動の参加率も高く、数多くの
入賞を果たしており、文武両道が実
践されている。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

　外部講師によるセミナーや、大学
の研究室を訪問することにより、高
い志を育むとともに、進路実現に向
けたモチベーションアップにつな
がっており、多くの参加者から高い
評価を得ている。
　地域とのつながりという点におい
ては、市のプロモーションビデオの
作成に関わったり、市のマラソンに
ボランティア参加するなど地元の四
條畷市との連携を強化している。

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

　月１回実施している初任者ミー
ティングでは、首席が中心となり、
１年めの教員だけでなく２年めの教
員も出席し、分掌長や各パートの
リーダーからの講話などを行ってお
り、情報の共有を図り、円滑な学校
運営に寄与している。

A

AA

総合評価

　北河内唯一のGLHSであり、「質実剛健」「文武両道」を教育方針としてグローバルリーダーの育成に取り組んでおり、校風や伝統にあこがれて入学する生徒も多い。卒業後、社会において「思考・判断・表現」ができるようにとプレゼンテーションや課題研究発表会などの機会を設けており、引き続き取組みの充実を望む。課題型
学習を階層的に構成するのは良い考えであり、グローバルリーダー部を中心に組織的に取り組む体制により、全生徒を対象に課題研究に取り組ませていることは高く評価したい。特に発展型の「探究ラボ」は今後が楽しみである。その成果については他の府立高校含め、ぜひ広く公開していただきたい。
　課題研究の深化・拡大の取組みのみならず、英語教育においても、4技能のバランスの取れた育成をめざし、特にスピーキング力の強化が行われている。２年生を対象とした英語によるプレゼンテーション大会を新たに実施するなど、成果を披露する機会も設定している。このプレゼンテーション大会を通して、スピーキング力だけ
でなく、オリジナルの英文を作ることによるライティング力向上、文献を読むことによるリーディング力向上、発表を聞くことによるリスニング力向上をめざすとともに、ルーブリックを活用した評価を行っており、育成したい力が明確に示されている。また、四條畷市のプロモーションビデオ制作や、ボランティア活動など、地元と
の連携も強化されており、さまざまな体験を通して、グローバルリーダーの育成に取り組んでいる点を評価したい。

A

共
通
の
取
組

Ⅴ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

Ⅵ．課題研究活動

Ⅷ．進学実績

　スーパーグローバル大学（タイプ
Ａトップ型）およびグローバルサイ
エンスキャンプへの進学と、国公立
大学現役進学者数は、目標値を上回
ているものの前年度実績より減少し
ている。
　また、難関３国立大学（京大・阪
大・神大）現役・浪人合格者数につ
いては、前年度実績及び目標値を上
回っており、また、現役合格者の数
も増加している。
　海外大学進学者も含め、引き続き
進学先の多様化に対応できるよう努
めていただきたい。

　大学入試センター試験5教科7科目
受験者の割合と得点率８０％以上の
割合について、前年度実績および目
標値を上回ており、これらの要因を
分析し、どのような取組みや指導が
効果的であったのかを精査し、今後
の進路指導に役立てていただきた
い。

AA

　課題研究については、持続可能な
指導体制が確立され、１年次には共
通の教材、ワークシート、スライド
により同じ内容を同じレベルで指導
できるよう工夫されている。
　今後、文系の課題研究において、
研究テーマが身近な事象に偏らない
よう、テーマの幅を広げることを期
待したい。

A

AA

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他
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平成30年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート 府立高津高等学校

コメント 評価

①学習方法の定着
　読解力リテラシー

継続 １年生学習合宿 参加生徒数 １年生全員 １年生全員 １年生全員 １年生全員が参加し、参加姿勢も良好 Ａ
高校での学習方法が学べたと回答し
た生徒の割合

98% 95% 100%
メリハリのついた参加態度で、例年にも増して大きな成
果が得られた。

Ａ 継続

②言語・ＩＣＴ活用力 継続 校内課題研究発表会 参加生徒数 約1,300人 1,300人 約1,300人

午前の全体会では外部の参加もあり、また、午
後の分科会では外部講師から「高津生は知的活
動を楽しみ、研究レベルに引き上げる活動をし
ている」と講評があった

Ａ
取組みが充実していたと回答した生
徒の割合

95% 95% 95%
生徒の取組みが年々向上し、研究の課程や発表などに一
段と進化・深化を見ることができた。

Ａ 継続

③英語運用能力 充実
①英語コミュニケーション講座（KITEC）
②ニュージーランド語学留学
③オーストラリア語学留学

参加生徒数

①１・２年延
べ502人
②10人
③新規

①１・２年
500人
②10人
③12人

①1年330人
②10人
③12人

①予算上１年生のみの実施
②効果的な研修となった
③新規に17日間で実施し、内２名は４週間滞
在

Ａ
それぞれの取組みを通して、英語に
対する興味・関心、運用能力が向上
したと回答した生徒の割合

①99％
②100％
③新規

①98％
②100％
③100％

①98％
②100％
③100％

①１年生のみの実施となったが、英語力はかなり伸ばせ
た。
②③英語学習に対する意識が前向きに変化する研修と
なった。

Ａ 充実

④健康・体力、協調性 継続
自治会が主体となった文化祭・体育祭の実
施

参加団体数
全クラス、有
志等：20団体

全クラス、有
志等：20団体

全クラス、有志
等：28団体

分割実施の２年目。実施方法も定着し、数多く
の有志団体等の参加もあり、活気に満ちた行事
となった

Ａ
記念祭に満足したと回答した生徒・
保護者の割合

生徒・保護
者ともに
95％

生徒・保護
者95％
（「分から
ない」を除
く）

生徒97％
保護者96％

分割実施２年目となり、実施形態や準備スケジュールな
ども見直し、より良いものができた。さらに、生徒の主
体的な取組みを深化させたい。

Ａ 継続

⑤違いを認め共に生きる力、共感
力、協調性

継続
①高津キャラバン隊（ボランティア活動）
②支援学校との交流

①参加クラブ数
②参加生徒数

①全クラブ
②ビデオメッ
セージでの参
加

①全クラブ
②生徒自治
会・クラブ３
団体

①全クラブ
②生徒自治会・ク
ラブ３団体

①全クラブが自主的・積極的に取り組んだ
②10月3日に授業交流、２月３日に交流演奏
会と、生徒自治会、ダンス部、吹奏楽部、空手
道部合わせて、60名以上が参加し、有意義な
交流となった

Ａ
それぞれの取組みが有意義だったと
回答した生徒の割合

①96％
②100％

①95％
②95％

①96％
②100％

支援学校との交流については、年２回の実施計画を立
て、多数の生徒が参加し、予想以上の有意義な交流と
なった。

Ａ 継続

⑥高い志 再編

①大学等外部団体の公開講座・実習等への
参加
②外国の高校等との交流・発表
③国内（東京・九州）サイエンスツアー

①参加生徒数
②参加生徒数、実施日数
③参加生徒数、実施日数

①1,717人
②10人、３泊
４日
③109人
国内２泊３日

①1,500人
②15人、3泊
4日
③60人
国内2泊3日

①1,543人
②台湾14人3泊4
日
③国内2泊3日で
東京33人九州39
人。

①取組み内容を見直し参加生徒数の減少が見込
まれたが、内容の充実と目標値を達成すること
ができた
②台湾で現地校2校と合同で河川調査およびポ
スターセッションを実施
③筑波東京および種子島・屋久島のサイエンス
ツアーは今後の進路につながる有意義なツアー
となった

Ａ
それぞれの取組みが有意義だったと
回答した生徒の割合

①94％
②96％
③98％

①95％
②95％
③100％

①96％
②100%
③100%

SSHは基礎枠のみとなったが、全体計画を見直し、有
意義な活動を実施することができた。さらなる内容の充
実に努めていきたい。来年度は、ＳＳＨの予算減に伴
い、計画全体の見直しが必要。

Ａ 再編

⑦進路実現 継続 土曜講習 実施日数
１年　19日
２年　19日
３年　21日

全学年20日
以上

１年19日
２年19日
３年21日

土曜講習は１年生は原則全員参加、２・３年生
は希望参加とし、組織的かつ計画的に実施して
いる

Ａ
土曜講習が学力向上や進路実現（決
定）に役立ったと回答した生徒の割
合

73% 73% 65%
講習については組織的に到達目標や具体的取組みを定
め、定期的な振り返りも行っている。さらなる内容の充
実に努めたい。

Ｂ 継続

⑧授業指導力向上 充実 研究授業・研究協議、授業参観の実施 各取組みの実施回数
研究授業７回
研究協議７回
授業参観66回

研究授業７回
研究協議７回
授業参観50回

研究授業
10回

研究協議
10回

授業参観
92回

研究授業や授業参観について、大幅に回数を増
やすことができた。教員にとって、授業改善の
よい機会となった

Ａ
本校の授業は、知的好奇心を抱きや
すいなど、内容が濃いと回答した生
徒の割合

74% 75% 77%
新学習指導要領や大学入試改革を見据えて、教員は授業
改善に取り組んでいる姿勢が見られる。

Ａ 充実

⑨進路指導力向上 継続 民間教育産業と連携した進路指導研修
研修回数
研修参加教員数

13回
198人

15回
200人

14回
202人

研修で得た情報をもとに、進路指導や授業・講
習の改善を図っている

Ａ
本校の教職員は生徒の進路実現に向
けて積極的に取り組んでいると回答
した生徒の割合

88% 85% 88%
「高津進路プログラム（ＫＳＰ）」が定着し、さらに
個々の取組みについて充実が見られる。

Ａ 継続

⑩教材開発、授業効果の向上 継続
①補助教材（オリジナル）の工夫
②シラバス到達目標のブラッシュアップ

①補助教材にさらに工夫を凝
らした教員の割合
②実施教科数

①100％
②全教科

①100％
②全教科

①100％
②全教科

すべての教員が積極的にプリントや視聴覚教材
等の補助教材について工夫や改善を図り、より
素晴らしい授業にしようと取り組んでいる。

Ａ

①生徒授業アンケート質問５（教科
書の他、プリントや視聴覚教材等を
うまく使っている）に対する評価
②生徒授業アンケート質問９（授業
を受けて知識や技能が身についた）
に対する評価

①3.4
②3.3

①3.3
②3.2

①3.3
②3.3

指標とした２つの項目以外にも、高い数値となってお
り、教員が授業に真摯に取り組んでいる様子がわかる。

Ａ 継続

⑬10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑭大学入試センター試験への参加
大学入試センター試験
5教科7科目受験者の割合

78.4% 85% 82.5%
目標値をやや下回ったが、多くの生徒が最後まで努力を
続けるようになり、「チーム高津」として頑張る意識は
さらに高まりつつある。

B 継続

⑮大学入試センター試験の結果
５教科７科目受験者における得点率
８割以上の生徒の割合

19.0% 20% 25.1%
目標値を達成し、進路実現に向けて生徒・教員が一体と
なり、しっかりと努力することができた。

A 継続

⑯課題研究活動
課題研究活動を通じて、科学的な調
査・分析・整理・発表の道筋を学べ
たと回答した生徒の割合

91% 95% 91%
生徒の取組み精度は確実に向上してきている。１年次
LCⅠの取組みの改善で、２年次LCⅡの取組み精度がさ
らに向上することに、大いに期待したい。

A 継続

⑰コンクール・コンテスト等の成
果

入選数 ９本 10本 10本

・大阪府学生科学賞　大阪府教育委員会賞
・大阪府生徒研究発表会　金賞１、銀賞１
・マイクロマウス関西地区大会　特別賞
・全国高校化学グランプリ　日本化学会支部長賞
・科学の甲子園　大阪府大会　８位入賞
・高校化学グランドコンテスト　ポスター賞
・第２９回お～いお茶新俳句大賞　佳作特別賞
・第２０回酒折連歌賞　優秀賞
・第１３回赤十字・いのちと献血俳句コンテスト　団体賞

A 継続

Ⅶ．英語運用能力
⑱英語外部検定試験（TOEFLiBT
チャレンジ含む）

TOEFLiBTスコア（チャレンジを含
む）
①80点以上の人数
②60点～79点の人数

①3人
②15人

①3人
②15人

①0人
②1人

多くの生徒がウェブサイトのソフト不具合によりスピー
キングのスコアが出なかったため合計点が低くなった。

B 再編

　海外語学研修を２方面に広げたこ
とも含め、語学力向上という観点か
ら、引き続き取り組んでいただきた
い。

AA

⑲スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

69人 60人 80人
目標を大きく上回り、近畿圏にとどまらず全国の大学へ
の進路を安定して実現できている。

A 継続

⑳進学実績
近畿圏難関国立大学（京大・阪大・
神大）及び医学部医学科への現役・
浪人合格者数

70人 80人 68人
目標を少し下回ったが、現役での近畿圏難関国立大学へ
の合格者数が増えるなど安定した成果を上げることがで
きた。

B 継続

㉑国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 126人 130人 118人
目標を少し下回ったが、合格者は130人に達してお
り、安定した成果を上げることができた。

B 継続

㉒海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） ０人 １人 1人
大学進学後の留学を希望する者は増加傾向にあり、目標
値を達成することができた。

A 継続

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

学
校
独
自
の
取
組

　授業や質問会だけでなく、大学か
ら講師を招いて仲間づくりを活性化
することで、学習合宿の評価がさら
に高いものとなっている。
　課題研究については、誰でも教え
られるようなマニュアル、学校独自
の教材を作成中とのことであり、そ
の成果が期待されるところである。
　英語４技能に関しては、１・２年
でグループワークの機会を増やすな
ど工夫が見られる。

B

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値 実績

　前年度に文化祭と体育祭とを分け
て実施することとなり、今回は２年
めであったが、自治会を中心に生徒
が主体的に改善を図ったことが高い
満足度の要因と考えられる。
　支援学校や地域との交流も、生徒
が主体的に行っており、多数の生徒
が積極的に参加していることは評価
できる。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす 　取組み内容を見直し、結果的に前

年度より参加生徒から高い評価を得
ている。今後、さらなる計画の見直
しが求められるが、これまで培って
きたものを財産として、引き続き有
意義な活動となることを期待する。
　土曜講習については、前年度実績
より評価が下がっており、要因の分
析と改善が求められる。

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

　普通教室全室にプロジェクターが
あり、ICT機器を活用した授業も多
くみられる。
　各授業において、ペアワークが多
く取り入れられており、従前よりも
教員の質問に対する回答率が上昇し
たように見受けられる。
　「授業の内容が濃い」と回答した
生徒数も増加しており、引き続き授
業改善に取り組まれることを期待す
る。

A

A

総合評価
　課題研究について、現状に満足することなく、更に質の高い課題研究を進めていく姿勢を高く評価したい。特に、誰でも指導できるカリキュラムとして課題研究を位置づけ、担当者が変わっても継続できるようなマニュアルづくりを行い、指導案やパワポ原稿も共有できるものを作るということで、次年度以降
の課題研究がますます期待できる。ポスターセッションの質も極めて高く、テーマが教科などに縛られずに幅広いことも「自由と創造」という高津高校の理念が土台になっているといえる。
　進学実績については、前年度の実績との比較のみならず、数年間の実績をみながらさまざまな観点で検証し分析したうえで、進学実績を伸ばすために何が効果的か、各取組の成果検証をおこなっていただきたい。
　ボランティア活動や支援学校との交流など社会性を育む体験型の学習や、食堂を改装したラーニングコモンズを活用した活動も展開されており、創立100周年を迎えて、高津高校のさらなる飛躍を大いに期待する。

A

共
通
の
取
組

Ⅴ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

Ⅵ．課題研究活動

Ⅷ．進学実績

　スーパーグローバル大学（タイプ
Ａトップ型）およびグローバルサイ
エンスキャンパスへの進学者数は、
前年度実績および目標値を上回って
おり評価できる。
　近畿圏難関国立大学（京大・阪
大・神大）及び医学部医学科への現
役・浪人合格者数と、国公立大学現
役進学者数については、前年度実績
および目標値を下回っているもの
の、現役での近畿圏難関国立大学へ
の合格者数が増えたり、国公立大学
現役合格者数が130人に達するな
ど、一定の成果は見られる。

　大学入試センター試験5教科7科目
受験者の割合は、前年度実績を上
回っているものの、目標値には届か
なかった。
　得点率８割以上の生徒の割合につ
いては、前年度実績および目標値を
５ポイント以上伸びていることは評
価できる。
　進路希望実現に向けて、引き続き
取り組んでいただきたい。

AA

　更に質の高い課題研究を進めてい
く姿勢を高く評価したい。特に、誰
でも指導できるカリキュラムとして
課題研究を位置づけ、担当者が変
わっても継続できるようなマニュア
ルづくりを行い、指導案やパワポ原
稿も共有できるものを作るというこ
とで、次年度以降の課題研究がます
ます期待できる。
　ポスターセッションの質も高く、
実際に研究室に質問に行くというの
は、良い機会を創出している。ま
た、テーマが教科に縛られずに幅広
いこともすばらしいことである。

B

B

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料2-６



平成30年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート 府立天王寺高等学校

コメント 評価

①自学自習の確立 継続
桃陰セミナーの実施
（勉強は学校でする自学自習の習慣づけ）

桃陰セミナー実施回数 ２０回 ２０回 ２４回 全２４回実施。 Ａ
桃陰セミナー１日当たりの平均参加
者数。

260名 250名 ２２５名 ２４回分の平均参加人数 B 継続

②基礎学力の充実・確立 継続
天高スタンダードの充実（各学年で達成する学
力基準）及び学力育成プログラムの見直し

天高スタンダード達成目標の見直
し、学力育成プログラムの見直し、
自主教材の作成。

自主教材
（国・世・
数・化・
英）使用

各教科より
良き改訂を

めざす

自主教材
（国・世・
数・化・
英）使用

国語・数学・英語は改訂版を作成。
化学は全面改定版が完成した。

Ａ 天高スタンダード到達目標の達成率 89%
80%
以上

90% 各教科達成率自己評価の平均 Ａ 継続

③英語運用能力 継続
「Road to GL」（ネイティブ講師による５日
間校内留学）の充実

校内留学プログラム「Road to
GL」の昨年度並みの実施

参加者
９８名

参加者
８５名以上

55名
１年５０名（行事が重なり減少）
２年５名

Ｃ 「Road to GL」参加者の満足度 99%
80%
以上

100% 参加者アンケートより Ａ 継続

④人権意識、共感力の育成 継続
天高育成プログラムで示される力の育成
人権講演会、ワークショップの実施

人権講演会の回数
ワークショップの回数

○５回
●４回

４回
４回

○６回
●２回

ワークショッ
プを講演会に

変更

１年●情報モラル　○いじめ・弱者問題
　　○障がい者理解
２年○社会の中の人権　○さまざまな
　　人権問題　○戦争と人権)
３年●雇用と人権　○国際社会と人権

Ｂ
講演会ごとの生徒アンケートによる
満足度

92%
85%
以上

96.9% 充実した感想文が多数寄せられた。 Ａ 継続

⑤健康と体力と協調性を育む 継続
天高育成プログラムで示される力の育成
野外生活体験学習、水泳訓練、水泳大会、
金剛登山、徒歩訓練、長距離走などの実施

計画通りの実施
計画通りの

実施
計画通りの

実施

天候による
変更はあっ
たが、ほぼ
計画通り実
施

林間学校(旧野外生活体験)は酷暑で
中止し、秋に代替行事を実施。水泳
大会は台風の影響で中止。水泳訓
練・金剛登山・徒歩訓練・長距離走
実施

Ｂ
行事ごとの生徒アンケートによる満
足度

90%
85%
以上

95% 充実した感想文が多数寄せられた。 Ａ 継続

⑥日本古来の伝統に触れる
（感性の育成）

継続
天高育成プログラムで示される力の育成
能楽鑑賞、文楽鑑賞

計画通りの実施
計画通りの

実施
計画通りの

実施
計画通りの

実施
能楽鑑賞（１年１月実施）
文楽鑑賞（２年11月実施）

Ｂ
行事ごとの生徒アンケートによる満
足度

89%
85%
以上

90% 充実した感想文が多数寄せられた。 Ａ 継続

⑦規範意識の陶冶と自尊感情の育成 継続 学校遅刻者の減少 学校遅刻者数 1800 1800以内 2337 昨年比500増となった Ｃ 部活動への加入率 100% 95%維持 99% 学校教育自己診断より Ａ 継続

⑧高い志の育成 継続

天高育成プログラムで示される力の育成
京都大学研修会、
社会人講演会、学部学科説明会
天高アカデメイア等の実施。

講演会の実施回数
天高アカデ

メイア
11回実施

天高アカデ
メイア

10回以上

天高アカデ
メイア

14回実施

①比較認知科学 ②宮大工 ③カジノ
戦争 ④はやぶさ2 ⑤法医学 ⑥医学
⑦薬学と社会 ⑧光ﾋﾟﾝｾｯﾄ ⑨金属資
源の世界 ⑩遺伝子 ⑪ﾃﾞｰﾀ分析と医
療 ⑫情報 ⑬国語力 ⑭英語

Ａ
行事ごとの生徒アンケートによる満
足度

97%
85%
以上

98% 充実した感想文が多数寄せられた。 Ａ 継続

⑨海外セミナーの実施 継続

SSH、GLHS等を活用した海外研修。
（米国シリコンバレー、他）
独自の取り組みによる海外セミナー
（台湾）

独自の取り組みによる海外セミナー
として台湾研修を充実させる。

参加者
３０名

参加人数
30名以上

台湾24名
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ
19名参加

米国ｼﾘｺﾝﾊﾞﾚｰで研修(GL10校から
20名参加）
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ研修(新規)19名参加
台湾研修（24名参加）

Ａ
行事ごとの生徒アンケートによる満
足度

90%
85%
以上

100%
①米国研修　　　　　100%
②シンガポール研修　100%
③台湾研修　　　　　100%

Ａ 継続

⑩研究授業の実施
　教員相互の授業見学実施

継続
研究授業を行う。他の教員の授業を見学する。
授業公開週間を設置する。

①研究授業の回数。
②教員１人当たりの授業見学回数。

①研究授業
延べ17回
②授業見学
平均5.2回

①研究授業
延べ１5回
②授業見学
平均5回

①研究授業
のべ39回
②授業見学
平均7.0回

国語１回、社会３回、数学１1回、
理科５回、英語１０回、体育・芸
術・家庭９回の研究授業実施（公開
授業含む）

Ａ
生徒による授業アンケート（満足
度）

第1回
86.5%
第2回
87.8%

80%
以上

第1回
85%
第2回
88%

第1回　7月実施　3.40／4.00
第2回 12月実施　3.53／4.00

Ａ 継続

⑪教科指導研修会の実施 継続
外部講師による教科指導法向上の講座を開講す
る。

外部講師による教科指導法講座の回
数。

外部講師に
よる教科指
導法講座

11回

外部講師に
よる教科指
導法講座

５回

外部講師に
よる教科指
導報講座
のべ11回

8月：数2、英1、国1、化１、生１
11月：英数国化生

Ａ
生徒による学校教育自己診断アン
ケート（授業や教材、教え方の満足
度）

90%
85%
以上

89% 学校教育自己診断より Ａ 継続

⑫新採用や経験の浅い教員対象
　の研修会

継続 桃陰塾として実施する。
毎回ミドルリーダーによる講師を変
えて実施する。

７回実施 ７回実施 ７回実施
首席等を講師に、4月2回、5月、7
月、10月、12月、2月に実施。

Ｂ 参加教員の満足度 88%
85%
以上

88% 新転任等８名を対象に実施 Ａ 継続

⑬10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑭大学入試センター試験への参加
大学入試センター試験
5教科7科目受験者の割合

357名中、
331名
92.7％

95%
以上

360名中、
336名
93.3％

在籍数360名中336名。 B

⑮大学入試センター試験の結果
5教科7科目受験者における
得点率8割以上の生徒の割合

142名
(42.9%)

35%以上
164名

(48.8%)
164/336
（センターリサーチから）

Ａ 継続

⑯課題研究活動 ルーブリック評価の導入
校内研究発
表大会で活

用した

研究発表会
において1
回以上導入

する

校内課題研
究発表や教
科で活用し

た。

ＳＳＨ8校連絡会「高大接続研究会」にお
いてルーブリック評価の標準化について
研究協議を行った。
校内課題研究中間発表や教科の取組みで
ルーブリックを活用した。

Ａ 継続

⑰コンクール・コンテスト等の成
果

全国規模のコンクール・コンテスト
等の①受験者数　②入賞者数

①265名
②12名

①100名
②5名

①３４８名
②８名

・物理ﾁｬﾚﾝｼﾞ　50【全国銀賞２】日本代表1
・化学ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ　100【近畿支部長賞３】
・生物ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ　77【優秀賞２、優良賞１】
・数学ｵﾘ33、・地学ｵﾘ56、・情報ｵﾘ23名
・科学の甲子園　7名、・模擬国連２名

Ａ 継続

Ⅶ．英語運用能力
⑱英語外部検定試験（TOEFLiBT
チャレンジ含む）

実用英語技能検定
2級以上
６８名

２級以上
20名

91名 準１級12名、2級79名 Ａ 充実
　着実に成果をあげており、引き続
き高い英語力を身つけられるよう、
取組みを進めて頂きたい。

AA

⑲スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

172名 150名以上 170名 Ａ

⑳進学実績
国公立等医学部医学科進学者数
（浪人生含む）

21名 15名以上 22名 Ａ 継続

㉑国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数
164名

（46%）
全体の

40％以上
138名
(38%)

B

㉒海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 0名
受験者を

出す
1名 マンハイム国立音楽舞台芸術大 B

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

学
校
独
自
の
取
組

 　各学年で達成する学力基準とし
て天高スタンダードを作成し、その
達成目標の見直しや学力育成プログ
ラムの見直しを図っており、自主教
材の作成については、国語・数学・
英語は改訂版を、化学は全面改定版
が完成するなど、常に改善を進めて
いる点は大いに評価したい。
　「Road to GL」については、満
足度が100％であり、行事の重な
りで参加できないということがない
よう、工夫していただきたい。

AA

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値 実績

　天高育成プログラムで示される力
の育成として、人権講演会、野外生
活体験学習、能楽鑑賞などさまざま
な取組みが行われており、いずれも
非常に高い満足度が示されている。
　これらの取組みがさらに充実した
ものとなるよう、それぞれの取組み
の目的や目標の達成について、生徒
の意識を把握するなど工夫していた
だきたい。

AA

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

　天高育成プログラムで示される力
の育成に向けて、京都大学研修会、
社会人講演会、学部学科説明会、天
高アカデメイア等を実施しており、
満足度は非常に高い。
　SSH、GLHS等を活用した海外
研修では、中心的な役割を果たして
おり、研修の報告会などにおけるパ
フォーマンス指導は優れたものがあ
る。その他、天王寺高校独自の海外
セミナーも実施しており、いずれも
生徒の満足度は100％である。

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す 　新規採用教員のみならず、経験年

数の少ない教員に対しても、桃蔭塾
において指導力の向上が図られてい
る。
　校内で研究授業や、外部講師によ
る教科指導法講座を実施するととも
に、発問の精度を高められるよう、
他県の高校も訪問し、教員の指導力
向上をめざしている。

AA

AA

総合評価

　天高スタンダード・天高育成プログラム等、ビジョンの見える化により、「チーム天王寺」として、方向性を共有して学校全体で組織的に取組みが進められていることを高く評価したい。生徒に対して、互いに尊重することや高い志を育む取組みを行うとともに、学習の目的や将来どのように社会に貢献するかを
意識し、切磋琢磨するように指導しており、その成果がみられる。教職員間の関係性が天王寺高校の特徴として育まれており、新規採用者を含む経験年数の比較的少ない教員の資質向上にも活かされている。
　注目すべき点として、ルーブリックの開発があげられる。新学習指導要領が求める観点別評価について、SSH担当者とGLHS担当者が一緒に委員会を形成し、専門性などを超えて運営しており、これまでの成果に基づく洗練されたルーブリックの開発が期待できる。開発したルーブリックについては、検証およ
び検討を重ね、より客観性の高いものとなるよう努めていただきたい。
　授業改善の動きも活発である。「わかる授業」ではなく、「わかりたい授業」をつくろうと、府外の高校へ見学に行ったり、発問の精度をあげることに取り組んでおり、より質の高い授業の実践が期待できる。

AA

共
通
の
取
組

Ⅴ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

Ⅵ．課題研究活動

Ⅷ．進学実績

　スーパーグローバル大学（タイプ
Ａトップ型）およびグローバルサイ
エンスキャンパスへの進学者数と、
国公立等医学部医学科進学者数は、
目標値を上回っており、前年度実績
とほぼ同じである。
　国公立大学現役進学者数について
は、前年度実績および目標値を下
回っており、要因を分析し、今後の
指導に活かしていただきたい。

　大学入試センター試験5教科7科
目受験者の割合は、目標値に到達し
なかったものの、前年度の実績同様
に高い水準を維持している。
　得点率8割以上の生徒の割合は、
前年度実績及び目標値を上回ってお
り評価できる。要因を分析し、進路
希望実現に向け今後に生かしていた
だきたい。

AAA

　全国規模のコンクール・コンテス
ト等の受験者数は増加しており、今
後入賞者数が増えるよう取り組んで
いただきたい。
　ルーブリックを使用すると、生徒
の解答がルーブリックの枠の中にと
どまってしまう可能性があり、ルー
ブリックの枠を超えた自由な発想が
出てきたときにどう評価するかが今
後の課題である。

AAA

AA

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料2-７



府立生野高等学校

コメント 評価

①基礎学力の定着 継続
自学自習時間を増やす取組み
進学講習の実施

学習状況調査の実施
進路ＨＲの実施
3年進学講習参加者数

3回
各学年5回
延べ1384名

3回
各学年5回
延べ800名

3回
各学年5回
延べ1953名

3年前期希望者講習　556名
3年前期希望者講習　335名
3年夏期講習　　　 1062名

B

各学年の自学自習時間
1年・2年平日の平均自学自習１時
間未満の割合
進路希望達成率

1年91.1分
2年91.6分

3年221.0分

1時間未満
1年6.0％

2年18.6％

1・2年90分、3年
180分

1時間未満30％以
下

達成率６５％以上

1年前期　71.3分
2年前期　94.1分

1年後期　67.6分
2年後期　110.6分

1時間未満
1年　28.2％
2年　3.5%

前後期実施集計 B 継続

②言語活用力・ＩＣＴ活用力 継続 プレゼンテーション能力の向上
プレゼンテーション発表者数
（校内・校外）
海外ｻｲｴﾝｽﾂｱｰでの研究発表

校内：延べ
910名

校外：延べ
82名

校内：延べ720
名

校外：延べ50名

校内：延べ720名
校外：延べ55名

（校内）延べ132名
   SSH中間発表会
（校外）延べ55名
　放射線サマーセミナー
　SSH生徒研究発表会（神戸）
　サイエンスフェスタ
　千里高等学校課題研究中間発表会
　大阪サイエンスデイ第１部
　松原第六中学校出前授業

B
アンケートによる生徒の評価（2年
の発表を見た1年の満足度）

98.2% 90%以上 92.0% 2/7探究成果発表会 B 継続

③英語運用能力 継続 イングリッシュキャンプの実施 １学年で実施 1年全員参加 1年全員参加 1年全員参加 1年全員参加 B
アンケートによる生徒の評価（満足
度）

75% 80%以上 77%
77.1％
英語力が伸びた　23.2％
英語に興味を持った　53.9％

B 継続

④違いを認め共に生きる力 継続 異文化理解教育の推進
海外ｽﾀﾃﾞｨﾂｱｰー・ｻｲｴﾝｽﾂｱｰの
参加者数

ｽﾀﾃﾞｨﾂｱｰ
40名

ｻｲｴﾝｽﾂｱｰ
10名

GLHS研修
1名

合計70名
以上

63名

スタディツアー　40名参加
韓国研修12名参加
アメリカサイエンスツアー10名参加
ＧＬＨＳ研修　１名参加

B
アンケートによる生徒の評価（肯定
的意見）

ｽﾀﾃﾞｨﾂｱｰ
97.5%
ｻｲｴﾝｽﾂｱｰ
100％

90%以上

スタディツアー
肯定的意見　97.5％

サイエンスツアー
肯定的意見　100％

スタディツアー　7月実施
肯定的意見　97.5％
大変満足３３　　満足６

サイエンスツアー　3月実施
肯定的意見　100％

B 継続

⑤共感力、協調性、健康・体力を
育む

継続 部活動・学校行事の活性化

自治会による部代表者会議及
びリーダー研修会実施による
所属集団への貢献と自己目標
追求の姿勢を涵養
学校行事に進んで参加する生
徒の割合

年間6回
ﾘｰﾀﾞｰ研修

91名
行事参加率

87%

年間６回とリー
ダー研修

行事参加率85％
以上

年間6回
ﾘｰﾀﾞｰ研修

71名
行事参加率

89%

部代表者会議　6回開催（5回済）
リーダー研修参加者は第6回目の部代表
者会議で募集

行事参加率　89％

B
学校教育自己診断による生徒の評価
（達成感・満足度）

部活動熱心
77％

行事満足度
87％

部活動・HR活動熱
心85％以上

行事満足度・達成
度８５％以上

部活動参加率98％
部活動満足度　79%
行事満足度　96.3％

部活動参加率98％
体育祭満足度　94.5％
文化祭満足度　98％

A 継続

⑥規範意識 継続 欠席・遅刻を減らす取組み 教員の一致した指導
家庭連絡の

徹底

保護者との連携
及び生指部によ
る段階的指導継

続

家庭連絡の
徹底

生徒指導部を中心とした一貫した
段階的指導と家庭との連携

B 遅刻者数
遅刻総数
1393

遅刻数1500以下
3月末遅刻者数

1780
3月末遅刻者数

1780
B 継続

⑦高い志を育む 継続

国公立大学へのキャンパスツアー
卒業生等による講演会
リーダー講習会
地域清掃等ボランティア活動
灯びプロジェクト

キャンパスツアー参加者数
講演会の回数
講習会の参加者数
地域清掃活動の回数
灯びプロジェクト参加者

12年夢ナビ
328名

阪大83名
京大24名

講演会3回
ﾘｰﾀﾞｰ講習会

名
地域清掃

2回

ｷｬﾝﾊﾟｽﾂｱｰ
参加者合計

100名

講演会５回

ﾘｰﾀﾞｰ講習会
参加者80名

以上

地域活動
協力２回

以上

ｷｬﾝﾊﾟｽﾂｱｰ
参加者合計

94名

講演会５回

ﾘｰﾀﾞｰ講習会
参加者71名

地域活動
協力２回実施

灯びプロジェクト参
加24名

２年夢ナビ　　314名

卒業生による講演会338参加
　　　（良かった305名、91％）
阪大60名
京大34名

地域清掃（文化祭時、体育祭時）実施済

灯びプロジェクト参加24名

B
アンケートによる生徒の評価（肯定
的意見）

夢ナビ
81.6％

ｷｬﾝﾊﾟｽｶﾞｲﾄﾞ
参加満足度

93.8％

80％以上

夢ナビ　　　　84.7％

ｷｬﾝﾊﾟｽｶﾞｲﾄﾞ
参加満足度　　93.6％

夢ナビ　　　　84.7％

ｷｬﾝﾊﾟｽｶﾞｲﾄﾞ
参加満足度　　93.6％

B 継続

⑧授業力の向上 継続
校内における研究授業の実施
授業の相互参観

研究授業の回数
相互参観の教員参加率

参観率
69.4％

平均3.0回

各教科１回以上
全教員

研究授業各教科実施
済
公開数　１４
参観数　１１８
４２/６１　参加率
６８.9％

研究授業実施　国社数理英　家庭
公開数　１４
参観数　１１８
４２/６１　参加率　６８.9％

B 授業評価による授業理解度

1年
83.3%

2年
82.6%

3年
88.1%

1年　７０％以上
2年　８０％以上
3年　８５％以上

１年　８1.9%：２年８
４．5％：３年　８8．
3％

７月授業アンケート結果
１年　８２．１%：２年　８４．４％：３
年　８６．８％
１月授業アンケート結果
１年　８１．７%：２年　８４．６％：３
年　９０．０％

A 継続

⑨授業力の向上 継続 民間教育産業等の研修への参加 参加者数 延べ86名 ４５名 32名 ３２名 B 授業評価による授業理解度

1年
83.3%

2年
82.6%

3年
88.1%

1年　７０％以上
2年　８０％以上
3年　８５％以上

１年　８1.9%：２年８
４．5％：３年　８8．
3％

７月授業アンケート結果
１年　８２．１%：２年　８４．４％：３
年　８６．８％
１月授業アンケート結果
１年　８１．７%：２年　８４．６％：３
年　９０．０％

A 継続

⑬10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑭大学入試センター試験への参加
大学入試センター試験
5教科7科目受験者の割合

73.3% 80% 75.6%
センター出願者347名、98.3%
センター受験者337名、95.5%
５教科７科目受験者267名、75.6%

B 継続

⑮大学入試センター試験の結果
大学入試センター試験の5教科7科
目の受験者の得点が全国平均（９０
０点満点）の１１０％以上の割合

文系62.6%
理系56.7%

60% 45% 45% B

⑯課題研究活動
アンケートによる生徒の評価（2年
の発表を見た1年の満足度）

98.2% 90%以上 92.0% 2/7探究成果発表会 -

⑰コンクール・コンテスト等の成
果

科学系オリンピック・コンテスト等
の参加者数

86名 75名 40名

大阪府学生科学賞（高等学校の部）6
第８回科学の甲子園大阪府予選1
化学グランプリ2018予選1
物理チャレンジ2018予選3
日本生物学オリンピック2018予選28
平成30年度SSH生徒研究発表会1

B

⑱TOEFLiBT（チャレンジを含
む）

TOEFLiBTスコア（チャレンジを含
む）①８０点以上②６０点～７９点
の人数

①0名
②9名

①0名
②1名

①0名
②4名

3年5人受験　最高　76　　最低　56
5人のスコア　平均　64.8

B

⑲TOEFLiBT（チャレンジを含
む）
以外の英語外部検定試験

英語検定2級の資格取得率
(２年生終了時点)

46.5% 50% 63.0% 一次合格79％　　二次合格63％ B

⑳スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

70名 60名 57名 57名 B 継続

㉑進学実績 進路希望達成率 63.9% 65% 63.2% 63.2% -

㉒国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 149名 － 114名 114名 - 継続

㉓海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 1名 － 0名 0名 - 継続

平成30年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート

　英語検定2級の資格取得率が飛躍
的に伸びており、英語４技能をバラ
ンスよく育成する取組みの成果であ
り、高く評価できる。骨太の英語力
養成事業における取組みも踏まえ、
引き続き英語教育の充実に取り組ん
でいただきたい。

AA

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

　校内外の研修を通じて、指導力の
向上に取り組んでおり、生徒が70
分ある授業に集中しているのは、教
員の工夫・改善の成果であるといえ
る。
　授業評価による授業理解度では、
授業アンケートの結果、２・３年が
前年度実績を上回っているものの、
１年生はわずかに下回っている。ま
た、７月回と１月回の結果を比較す
ると、ほぼ同じ数値とはいえ、１年
生のみわずかに下がっており、要因
の分析及び改善に向けた検討の余地
がある。

A

AA

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数は、目
標をほぼ達成したものの、国公立大
学現役進学者数は前年度より減少し
ており、大学入試センター試験の結
果も踏まえ、今後の指導改善に活か
すとともに、進路希望達成率の上昇
に努めていただきたい。

B

実績

　異文化理解教育の推進において
は、スタディツアーなどを海外で実
施しており、各ツアーとも生徒の肯
定的意見が非常に高い。特にサイエ
ンスツアーは、前年度と同様に
100％となっており、SSHの取組
みなども含めて、科学分野における
教育が充実している結果であると考
えられる。
　学校行事についても、生徒の満足
度はかなり高く、部活動では全国大
会で上位に入賞するなど高い実績を
出している。自学自習の時間の確保
など、学習との両立が図られるよう
引き続き取り組んでいただきたい。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

　遅刻者数が前年度実績および目標
値を上回って入り、遅刻の時期に偏
りがあるかなど分析するとともに、
今後の改善が望まれる。
　高い志を育むための取組みにおい
ては、国公立大学へのキャンパスツ
アーや卒業生等による講演会のほ
か、ボランティア活動など様々行っ
ており、参加者からの肯定的意見が
高いことは評価できる。今後はこれ
らの取組みを通じて育んだ志が、学
習への動機づけとなり、遅刻者数の
減少も含めて、学校における教育が
充実し、生徒一人ひとりの進路実現
につながることを望む。

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

　生徒の自学自習時間については、
２年生では、目標を上回っているも
のの、１年生は、目標値および前年
度実績を下回っている。特に１時間
未満との回答が３割近くを占めてお
り、改善が望まれる。
　プレゼンテーション能力の向上
は、目標値を上回り、成果があった
といえるが、前年度実績より約６ポ
イント低下しており、要因を分析す
るとともに、今後の指導に活かして
頂きたい。
　英語運用力の向上については、目
標値には到達しなかったものの、前
年度実績を上回っており、アンケー
ト結果からも生徒の学習への動機づ
けになっていることは明らかであ
り、引き続き内容の充実に努めてい
ただきたい。

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

総合評価

　大阪の伝統校の中にあって、「生野高校らしさ」を大切にした学校運営がなされている。単に進路実現をめざした学習ということではなく、バランスの取れた生徒、これからの社会において活躍する生徒を育成しようと学校全体で取り組んでいる。部活動やSSHの取組みなど、さまざまな教育活動が充実している。部活動においては、全国大会
で３位になるなど高い実績をだしており、バランスの取れた生徒の育成がなされていることを評価したい。
　SSHの取組みについても、中間評価において高い評価を受けており、今後さらなる充実・発展を期待する。文理学科のみの募集となり、今後300人以上の生徒を対象とした課題研究をどのように実践していくかがポイントとなるが、既に委員会を立ち上げて、研究を続け、枠組みができており、これまでの課題研究の質の高さを維持していただ
きたい。
　学校全体の組織づくりとして、教職員の経験年数に応じて、役割分担を行っており、各分掌や委員会の業務が円滑に進められているだけでなく、教科指導などにおいても、各教員の強みを発揮するとともに、優れた実践を共有することにより指導力の向上につなげている。令和２年度には100周年を迎えることとなり、さらなる飛躍に向けて躍進
していただきたい。

A

共
通
の
取
組

Ⅴ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

Ⅵ．課題研究活動

Ⅶ．英語運用能力

Ⅷ．進学実績

　大学入試センター試験の結果で
は、5教科7科目受験者の割合は前
年度実績を上回ったものの、全国平
均の110％以上の割合については、
目標および前年度実績を大きく下
回っており、生徒の進路実現に向け
て、今後の指導改善が必要である。

A

　課題研究について、「探究スタン
ダード」と「探究ゼミ」を設定し、
体系的な指導ができている。
　アンケートによる生徒の評価で
は、目標値を上回ったものの、科学
系オリンピック・コンテスト等の参
加者数においては、前年度実績及び
目標値を大きく下回っており、要因
の分析を行い、改善を図られたい。

B

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

学
校
独
自
の
取
組

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上

資料2-９



平成30年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート 府立三国丘高等学校

コメント 評価

１．基礎学力及び自学自習力の向
上

継続

①隔週土曜授業の実施
②三丘エクセレンス、三丘スタディーハードの
充実
③成績不振者講習の実施（１・２年生）

・実施回数
・実施回数
・実施回数（実施教科）

・15回
・70回253回
・81回

・15回
・50回、
400回以上
・学期に１5
回以上

・15回
・91回246回

・82回

・土曜の隔週実施
・発展的な内容などの講習を実施
・定期考査間に成績不振者講習を実
施して基礎学力の向上を図っている

B

・アンケートや感想
・ １，２年生での自学自習を2時間
以上行う生徒の割合
・補充講習への出席率

・57％
・１年
34％、２年
58％
・100％

・肯定的意見60%以
上
・ ５０％以上
・１００％

・56％
・1年54％、
  2年45％
・100％

土曜授業により、単位数増加。文理
学科・普通科とも授業時間数増加。
成績不振者へも丁寧にフォローを
行っている。

B 充実

２．読解力リテラシー育成
継続

④読書指導の充実
⑤文章要約、文章能力の育成

・読書案内の発行
・読書記録による指導（１、２年全
員）

・図書だより
５回発行
・記録シート
を提出

・年間３回
　内容充実
・学期提出

・図書だよりを5
回発行
・読書記録を11
回提出

・「図書たより」を発行
・毎月１作品分読書記録を提出させ
て日常的な読書を推奨し、感想文を
提出させ点検している。

A
・読書記録提出による自主読書量
・２年次は課題図書の読書ノート

・1年課題図書5
冊
　自由読書5冊
・2年課題図書9
題
　自由読書8冊

・１，２年課題図書年
間5冊以上

・1年14冊
・2年9冊

読書量を増加させ、文章力育成に繋
がっている。

A 継続

３．科学的リテラシー、ICT活用
力及び課題解決能力を育む

充実
⑥「課題研究（CS研究）」などの充実
⑦プレゼンテーション能力の向上

・大学研究室の訪問回数
・CS研究Ⅰ・Ⅱの充実
・校内外での発表会等でのプレゼン

・11回（東大、
京大　阪大、市
大、府大）
・文理学科1,2年
毎週実施
・のべ２１回

・10回
・毎週継続実
施
・のべ年間１
０回

・8回
・文理学科1,2年毎週実
施
・24回　CS2回、
SSH9回、SGH13回

・東大、京大　阪大、市大、府大の研究室を
訪問
・1年で課題研究基礎、2年文理学科、
SSH・SGHで課題研究を毎週実施
・CSⅡで文理学科2年生は中間発表会を実
施。SSH全国大会、SGH1年生課題研究発
表および2年生海外研修にて課題研究発表。

B
・「課題研究(CS探究）」の発表回
数
・実施後のアンケートや感想

・２１回
・８９％

・口頭及びポスター発表
15回以上
・肯定的感想・意見が
80%以上

・24回
・88％

様々な発表の機会や課題研究によっ
て、生徒の問題意識の深化や発表技
術の向上が見られる。

A 充実

４．英語運用能力の育成 充実
⑧4技能統合型授業の実施
⑨英語の特別レッスン

・実施回数
・実施回数

・授業とし
て、1､2､3年
に実施
・理系４回、
文系６回のべ
１０回実施

・１，２年
毎週実施
・文系・理系
のべ10回

・授業として1､2
年に毎週実施
・理系4回、文系
3回、GTEC対策
11回実施

・１年全クラスで週2回、2年は文
系週1回実施
・海外事前研修、GTEC対策講座な
どとして実施

A

・アンケートや感想
・各種４技能型英語外部テストの受
験者数
・特別レッスン参加者数

・８０％
・GTEC360
人、TOEFLｉ
BT55人受験
・延べ86人参加

・肯定的意見80%以上
・GTEC　受験者数680人
(ＴＯＥFL　IBT削除）
・延べ7０人

・84%

・GTEC675人、英検

115人、TOEIC2人、

TOEFLiBT12人

・GTEC対策延べ91

人、海外研修延べ251

人

4技能型授業の成果の学年全体への
広がりが見込まれる。

A 継続

５．違いを認め共に生きる力の育
成
（異文化・国際理解）

継続
⑩海外スタディ・ツアー等の充実
⑪海外生徒との交流や留学生の受け入れ

・スタディツアー参加人数
・交流・留学受け入れ人数

・111人参加＋
２年全員台湾修
学旅行
・86人来校交流

・100人
・70人

・107人＋2年全員台
湾修学旅行
・109人来校交流

・米国リーハイ大学31人、フィリピン
19人、NASA26人、SSHセミナー1
人、3月にオーストラリア語学研修30人
・韓国、台湾、フィリピン、アセアン諸
国より大学生高校生来校

A
・アンケートや感想による生徒の評
価
（肯定的な意見）

・肯定的評
価大半

・ 肯定的評価
100%

・100%
海外の生徒との交流や4技能型授業
や課題研究の成果として、海外進学
への関心が高まってきている。

A 継続

６．違いを認め共に生きる力の育
成
（ボランティア活動
　　・地域交流活動）

継続 ⑫地域ボランティア活動への参加

・幼稚園や小学校等の世代間交流
(防災宿泊訓練含む）の参加人数
・地域中学校と連携した科学教室の
実施

・55人参加
・100人

・ 4０人
・のべ100
人

・67人
・104人

小中学生と合同防災宿泊訓練、2回
の科学教室など多様な角度で実施予
定

A

・アンケートや感想による生徒の評価
（防災宿泊訓練・幼稚園ボランティア）
・アンケートや感想による参加者の評価
　　（三国丘科学教室）

・肯定的評価
大半
・肯定的評価
100％
・100人

・肯定的感想が80%以上
・参加者の肯定的意見８
０％以上
・参加者の増加

・100％
・昨年より
8人増加

学ぶ喜びとともに、学んだことを伝
えて指導する体験は、自らの学ぶ姿
勢重要な役割を果たしている。

A 継続

７．健康・体力・協調性と豊かな
感性の育成

継続
⑬部活動の振興
⑭学校行事の充実

・部活動加入促進
・学校行事（文化祭、体育祭、
　芸術祭、マラソン大会）実施

・95％
・内容充実
無事故で実施

・ 95%
・内容充実

・96％
・無事故で実
施

・1,2年で96％
・各行事は、生徒会が中心となり実施。
文化祭は、演劇や後夜祭等で内容を充実
した。行事は、全て安全に無事故で実施
できた。

A

・大阪府代表や近畿全国大会への参
加・出場件数
・アンケートや感想による生徒の評
価

・全国８件、
近畿大会７件
・肯定的感想
が大半

・ 5件
・肯定的評価９
０％

・近畿大会
16件
・肯定的感
想が大半

学習面のみならず、部活動等でも多
角的に活躍している。

A 継続

８．高い志を育み進路実現を果た
す

継続

⑮社会で活躍する卒業生を活用した講座「三丘セ
   ミナー」や各種研究講演会の実施・充実
⑯東京方面キャンパスツアーの実施
⑰大学見学の実施
⑱医療インターンシップの実施

・講座（講演）の開催回数
・参加人数

・30回
・19人
・571人
・２８人

・ 25回
・20人
・４５０人
・５０人

・47回
・13人
・272人
・55人

・三丘セミナー12回、東大・京大・阪大・市大・府大訪問
8回、進路交流会9回、筑波1回、生物1回、SGH12回、
CS1回、人権等3回　合計47回
・東大、早稲田大見学
・東大13人、京大164人、阪大83人、市大7人、府大5人
計272人
・地元病院と大阪大学で4回医師、歯科医、薬剤師、リハビ
リテーション体験に参加

B

・難関国公立大学（10大学）への進学
者数 (東大、京大、阪大、北大、東北
大、名大、九大、神大、市大、府大)
・国公立大学医学部医学科進学者数
・アンケートや感想による生徒の評価

・160人(現
役113人）
・8人
・肯定86％

・ 150人以上（現役100人
以上）
・10人以上
・肯定的意見80%以上

・161人
（現役105人）

・6人
・100％

高い志をもち、文武両道の・切磋琢
磨の精神で、最後まで頑張ってい
る。

B 充実

９．規範意識の醸成 継続
⑲遅刻指導の徹底
⑳朝のあいさつの奨励
㉑リーダーズ研修の実施

・教員による校門指導と
　担任、教科担当の指導
・年間12回の実施

・日常実施
・１２回実施

・校門指導を
日常的に実施
・年間12回
の実施

・日常実施
・13回実施

・校門指導や登校指導を校長、教
頭、担任、若手教員で日常的に実施
・リーダーとしての資質の向上を
図っている。

A ・ 1日1クラスあたりの遅刻人数
・0.28人
(1,365件)

・0.5人未満
・0.25人
(1,211件)

昨年より減少している。生徒指導の
効果が表れている。今後も指導を継
続していく。

A 継続

１０．授業力向上 継続

㉓授業改善に向けての取り組み
㉔授業観察によるフィードバック
㉕保護者への授業公開の実施
㉖公開研究授業及び研究協議の実施
㉗アクティブラーニングやＩＣＴ機器活用授業の研究
㉘他校で実施される研究授業への積極的参加
㉙民間教育産業等との連携によるスキルアップ研修参
加

・全教員が改善シート提出
・全員にフィードバック
・年間３回実施
・年間４回実施
・研修及び授業見学実施回数
・参加人数
・参加人数

・全教員提出
・全員フィー
ドバック
・３回実施
・４回実施
・他校や予備
校等に４８名
参加

・ 全教員提出
・全員フィード
バック
・年間３回実施
・年間４回実施
・研修４回
見学実施講座10講
座
・両方で30名
・60名

・全教員提出
・全員にフィード
バック
・3回
・3回
・3回
・他校や予備校等
に77名参加

・個々人が改善に取り組むのは勿
論、科目、教科単位、学年などでも
討議して全体として授業力向上に取
り組んでいる。

B ・授業アンケートによる授業満足度 80%
・80％以上

・85.2%
授業の相互見学や改善への取り組み
の成果を期待している。

A 継続

１１．進路指導力向上 継続

㉚新旧３年担任を中心とした進学指導研修の実
施
㉛各学年業者模試実施後の研修実施
㉜センター試験分析研修の実施

・実施回数
・実施回数
・実施回数

・３回実施
・４回実施
・１回実施

・ 年間１回
・ 年間３回
・ 年間１回

・1回実施
・4回実施
・1回実施

担任の進路スキルの向上を図るため
に各種分析報告会や研修を実施。

B

・難関国公立大学（10大学）への進学者数
(東大、京大、阪大、北大、東北大、名大、
九大、神大、市大、府大)
・国公立大学医学部医学科進学者数

・160人
(現役113
人）
・8人

・ 150人以上（現
役100人以上）
・10人以上

・161人
（現役105人）

・6人

高い志をもち、文武両道の・切磋琢
磨の精神で、最後まで頑張ってい
る。

B 充実

１２．初任者・転入者に対する指
導力向上支援

継続 ㉝校内研修の実施 ・研修実施回数 ・１１回 ・10回 ・11回
進路研修等さまざまな内容にわたっ
て研修を実施している。

B
・初任者、転入者に対する生徒の
　授業満足度の向上

0.75％向
上

・授業アンケート肯
定的回答率１％以上
の向上

-1.6%
初任者および転入者の授業に対する
生徒満足度が、第1回目と2回目を
比較して減少

B 継続

⑬10校が共通で実施する学力調査 学力調査の結果

⑭大学入試センター試験への参加
大学入試センター試験
5教科7科目受験者の割合

85.9% 85% 86.8% B 継続

⑮大学入試センター試験の結果
5教科7科目受験者における得点率
8割以上の者の割合

30% 30% 32.2% A 継続

⑯課題研究活動 校外での研究発表グループ数
29グルー

プ
30グループ

26グルー
プ

ＳＧＨ11、ＳＳＨ1、大阪サイエ
ンス5、学生科学6、生物1、化学
1、ＧＬHS1

B 継続

⑰コンクール・コンテスト等の成
果

府や全国規模のコンクール・コンテ
スト等の受賞者数

35人 ３０人 28人
ＳＧＨ14、科甲6、物理1、翻訳
2、情報等5

B 継続

Ⅶ．英語運用能力
⑱英語外部検定試験（TOEFLiBT
チャレンジ含む）

GTECスコア（１，２年全員受検）
Grade7:   5人
Grade6: 26人
Grade5:200人

Grade7:  5人
Grade6: 25人
Grade5:200人

Grade7:　 9人
Grade6:  61人
Grade5:306人

A 継続

　１・２年全員が受検をし、全ての
Gradeで素晴らしい結果を出してお
り、英語教育の質の高さは大いに評
価できる。

AA

⑲スーパーグローバル大学（タイ
プＡトップ型）およびグローバル
サイエンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学者数（１浪
含む）

105人 90人 97人 B 継続

⑳進学実績
難関国公立大学等（東大、京大、阪
大、神大、市大、医学部医学科）の
全合格者数（現役・浪人）

132人 120人 127人 B 継続

㉑国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 １56人 １40人 146人 B 継続

㉒海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 3人 １人 未定 香港大学1名受験　結果まだ －

A

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

　自学自習を2時間以上行う生徒の
割合については、１年が目標値を上
回り、前年度実績から大きく伸びて
いるが、２年生は、単に前年度実績
や目標値と比較するだけでなく、生
徒がどのように過ごしているか把握
したうえで改善を図られたい。
　読書にかかる取組みは、文章力だ
けでなく、表現力にもつながるもの
であり、成果が期待できる。
　SGH・SSHともに充実した取組
みを行っていることが、生徒の肯定
的意見・感想の数値の高さからもう
かがえる。外部講師を招き、プレゼ
ンテーション力の向上に努めるな
ど、効果的な外部人材の活用ができ
ている。
　英語運用能力の育成については、
スマートフォンなどを活用したス
ピーキング力向上を図っており、さ
らなる成果が期待できる。

A

　NASAでの研修や、大学で講義を
受けてビジネスプランを考案する米
国研修などについて、肯定的評価は
100％であり、海外における高度
な学びが生徒のさらなる成長につな
がっていることは大いに評価でき
る。
　合同防災宿泊訓練など、社会的貢
献の取組みも充実しており、学びを
伝えることを通して、生徒自らの学
びがより深まることが期待できる。

AA

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針

取組 取組指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細
自己
評価

次年度の
取組方針

評価審議会の評価

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

学
校
独
自
の
取
組

実績の詳細
自己
評価 成果指標 前年度実績 目標値 実績

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

　多くの生徒が部活動に加入してお
り、全国大会や近畿大会に出場する
など高いレベルで活躍している。
　社会で活躍する卒業生を活用した
講座「三丘セミナー」や各種研究講
演会も充実しているとともに、医療
インターンシップの実施により、現
場を知ったうえで進路選択を行わせ
ようとしており、生徒の肯定的意見
が100％であることは大いに評価
できる。
　遅刻数の減少も成果が現れてお
り、引き続き取り組んでいっていた
だきたい。

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

　授業改善に向けての取組みについ
ては、校内での授業観察による
フィードバックなどに限らず、他校
や民間の教育産業との連携によるス
キルアップが図られており、英語の
４技能統合型の授業における工夫・
改善や、理系科目における探究型授
業の実践が行われ、生徒のさらなる
学力向上が期待できる。
　進学指導研修や外部模試実施後の
研修の実施など組織的に取り組んで
いる点を高く評価したい。
　授業改善の取組みや各種研修を通
じて、初任者や転入者を含め、引き
続き質の高い学びの実現に向けて取
組みを進めていただきたい。

A

AA

総合評価

　古墳をはじめ歴史を感じる堺の地にあり、校内の建物や同窓会館の展示物にも歴史が感じられる。そのような環境の中、三国丘高校としての伝統を守りつつ、SSHやSGHの取組みなど新たなことにも挑戦している。SSHとSGHそれぞれの取組みを積み重ねてきた中で、成果を共有することで、さらなる工夫・改
善が進んでいる。SSHとSGHともに指定を受けている学校の強みを活かし、互いに切磋琢磨することで、さらに効率的で効果的な指導が可能となり、結果的により質の高い課題研究が実践されていることは高く評価したい。卒業生の活用や高大連携の充実が図られており、SGH終了後においても、これまでの実践を
礎に、課題研究がさらに発展的なものとなることを期待する。
　課題研究以外でも、学びの成果を活かす取り組みがなされている。防災宿泊訓練では、三国丘高校が作成した「防災かるた（三丘かるた）」を使用し、小学生とともに防災について考える機会を設けている。また、この防災宿泊訓練では、堺市の協力を得てワークショップを開いており、地域との連携も行われてい
る。
　府教育センターの研修を活用し、初任者への公開授業等を実施するなど授業力向上のための取組みも進んでいる。生徒の自学自習の時間の確保などの課題はあるが、生徒の状況について、データに基づき分析がなされており、今後の対応による効果を期待する。

A

共
通
の
取
組

Ⅴ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

Ⅵ．課題研究活動

Ⅷ．進学実績

　スーパーグローバル大学（タイプ
Ａトップ型）およびグローバルサイ
エンスキャンパスへの進学者数は、
難関国公立大学等の全合格者数およ
び国公立大学現役進学者数は目標を
達成している。生徒の進路希望実現
に向けて、進学指導研修や外部模試
実施後の研修の活用を期待する。
　海外大学進学については、これま
での実績もあり、国内大学への進学
と同様に引き続き取り組んでいただ
きたい。

　大学入試センター試験について、
5教科7科目受験者の割合が、前年
度実績および目標値を上回るととも
に、得点率8割以上の者の割合につ
いても同様に前年度実績および目標
値を上回っていることは評価でき
る。

AA

　校外での研究発表グループ数およ
び府や全国規模のコンクール・コン
テスト等の受賞者数について、とも
に目標値には到達しなかったもの
の、これまで多くの受賞者数を輩出
してきた実績もあり、校外での研究
発表の機会を確保し、さらなる研鑽
を期待する。

B

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他
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平成30年度グローバルリーダーズハイスクール（GLHS）評価シート 府立岸和田高等学校

コメント 評価

①・言語活用能力
　・英語運用能力 継続

英語で表現する。外国人大学生とのグループ
ワーク（英語でのディスカッション&プレゼン
テーション）
①GL養成プログラム校内版の拡大実施（1回→
2回）
②GL養成プログラムUCバークレー版
③イマージョン型語学研修オーストラリア

・参加者数
①３６名
②９名
③31名

①１２０名
以上②９名
③3０名以
上

①１２1名
②10名
③32名

①本年度より2回実施。夏は岸高生８１名海外大学生18名冬４０名。②小論文と
英語面接で選抜。事前事後研修5回。現地では9時～21時で5日間、英語の議
論・発表、「将来について」英語でプレゼン。③一人１家族でホームステイし現
地高校の授業にバディと参加。事前事後研修5回。英語でのプレゼンやクイーン
ズランド大学も訪問。

A

アンケートや感想による生徒の評価
（肯定的な意見）
「英語研修プログラムに満足していま
すか。」

100% 90％以上
96.7～
１00％

入学直後に募集した8月のプログラムには、1年生が4人に1人の割合で参加。12月
（応用編）にその半数が参加した。アンケートで100％が学習意欲が増したと回答し
ており、1年のスタサポの英語の入学時よりGPZが上昇している。また,９７％が英語
に自信が付いた。1年生は学年の1/3の約120人がこれらの研修に参加しており、集
団としての学習の高まりがあり、不参加の生徒への英語意欲の好影響をもたらしてい
ると推察している。

A 継続

②・学習習慣の定着
　・基礎学力の向上
　・習熟度別の学力向上

継続

自学自習の習慣の育成プロジェクト
①土曜講習(特進ゼミ)･サポート講習(成績
不振者)等
②土曜午前の学習への取組支援「1年ｽｰ
ﾊﾟｰ講習」開始
③土曜午後を中心に、ゆうかりホールでの
自習

①開講回数
②参加生徒の数
③のべ利用生徒数

①のべ112

回

②
③

①のべ100

回

②60名
③1500名

①110回
②80人

③2260名

①1年はスーパー講習、2年生は昨年より全回の出席を義務づける形式に変更、希
望者から選抜して80人に絞って実施。3年は大学受験の教科科目ごとに実施。各
学年ごと定期考査ごとにサポ講を実施。②新たに今年度から実施。189人が申込
み,80人選抜。③「土曜の午前は学習タイム」の合言葉の下、午前はOBに質問で
きる千亀利セミナー実施し、午後はゆうかりホールで自学自習を奨励

A

アンケートや感想による生徒の評価
（肯定的な意見）「講習や千亀利セミ
ナーなど、土曜日の午前は充実した学
習時間を過ごしている。」

54.7% ５５％以上 61.2%

1年生は、難関大受験に向けたスーパー講習を新規に設定し、生徒保護者からの関心
は大きかった。現2年生も昨年より、先行実施してきた。1年2年とも定員を設け、希
望者を選考している。また、全職員で土曜の学習を支援して、学校全体としてバラン
スよく取り組めた。3年は、様々な到達目標の講習を多く実施している。土曜日の主
体的な学びが促進された。

A 継続

③・ICT活用力
　・科学的リテラシー
　・読解力リテラシー

再編

新たな大学入試で求めらる力を育成
①スーパークラスの募集を行い、学習意欲の向
上を図る
②｢岸和田スタイル｣学年・教科の授業到達目標
を設定
③朝読タイムの実施
④「岸高手帳」でのポートフォリオとｾﾙﾌﾏﾈｼﾞﾒ
ﾝﾄ

①参加生徒数
②目標設定・進捗・振り返
りの3回の教科会議
③1週当たりの時間数
④取り組み生徒数

①
②3回
③75分
④

①80名
②3回
③7５分
④1000人

①80名②3回
③7５分

④1034人

①文系61人理系63人の志望者から文系理系各40人（2クラス分）を選
抜。②教科で学年ごとに目標を設定し、途中でスタサポ結果等をもとに
課題を確認し、今後の指導を検討し、学校として掲げた進路実績を実現
③新入試で求められる読解力表現力を育成。1年は国語の授業とリンクさ
せている。希望者には入試に出題された文章を読ませている。④週ごと
学習時間の目標設定させ学習時間の確保。活動記録も記入できている
か、進路HRで確認。

A

アンケートや感想による生徒の評価
（肯定的な意見）「海外研修やSSH
関連行事など他校にはない教育活動が
準備されている」

80％以上 87.5%

アンドロイド研究の石黒教授のSSH講演会やサイエンスツアーの訪問先のリニューア
ル、ドイツとの相互交流導入など行事のパワーアップを図った。また、1年生は朝読
と教科指導とのリンク張って、より効果的なものになるように工夫もしている。岸高
手帳は、新大学入試での活動記録に繋がるようにポートフォリオとして進路ホーム
ルームでも取組んでいる。

A 継続

④・違いを認め共に生き
る力
　・共感力
　・協調性

充実

①姉妹校「台湾市立景美女子高級中学」と相互
交流リンガフランカ体験　岸和田高校での1日
バディ交流4月
②台湾での交流(修学旅行での1日バディ交流)
10月
③ドイツの高校生とのﾎｰﾑｽﾃｨによる相互交流
9月
④台湾での姉妹校との鳥類の協働調査　7月

①バディ人数
②参加人数
③バディ人数
④参加人数

①54人
②360人
③
④

①5０人
②3６０人
③10名
④5名

①５３名
②360名
③13人
④6名

4技能を意識した英語の授業の成果が見られ、司会等メモを見ず英語でス
ムーズに実施できるようになった。②メジロの両校協働研究の英語での
発表、バディとの英語を共通言語として台北市内を巡り実践的な英語や
文化の多様性を学習した。③3月にドイツを訪問した生徒が主体的に制服
の貸し出しや歓迎会を企画し運営した。13人の生徒宅にステイし、とも
に授業に参加。バディ生徒以外の岸高生とも英語を共通言語として互い
の理解を深めた

A
アンケートや感想による生徒の評価
（肯定的な意見）
｢海外研修はいかがでしたか」

95.1% 90％以上
87.5～
100%

すべての生徒が参加する海外研修として台湾姉妹校との相互交流を実施しているが、
9回目を迎え、英語が得意な生徒ではなく、ごく一般的な生徒が、ごく普通の事とし
て、交流会等を進行しており、本校生の英語での活動モチベーションが向上したと感
じている。希望者にはドイツやSSH台湾フィールドワークなど、参加の機会を増やす
ことができた。

A 継続

⑤・違いを認め共に生き
る力
　・共感力
　・協調性
　・社会貢献

継続

地域との交流で学ぶサービスラーニング（家庭
科のカリキュラムに組み込んで）・社会貢献
①岸城幼稚園との1年を通しての授業での交流
②岸高祭や岸高桜祭の生徒主体の運営
③海外からの訪問の受入

①参加生徒数
②岸高桜祭の参加ク
ラブ数
③団体数

①360人
②
③

①3６0人
②５クラブ
③4団体

①360人
②７クラブ
③４団体

①幼稚園での交流を各学期に授業として実施。計27回。地域小学生対象
「岸高クッキング」も実施。②岸高桜祭で近隣住民や中学生に演奏や演
武で部活動の成果を紹介した。③今年は1週間～10日間ドイツ、オラン
ダからの生徒を受け入れ、クラスとして主体的な歓迎やお別れ会等を実
施できた。オーストラリアからの視察を受け入れた。

A
アンケートや感想による生徒の評価
（肯定的な意見）
｢学校交流はいかがでしたか」

91.0% 90％以上 92.4%

ドイツ交流は本校初の実施。13名のドイツ生徒が、バディ岸高生のクラス（1～3
年）に入り、約10日間授業等に参加した。体育祭では、ドイツ生徒と一体感を味わ
い、従来実施してきた1日だけの単発の交流では得られない様々な学びができた。3
月にドイツに行った生徒が「ドイツ生徒に制服を着てもらおう！プロジェクト」の企
画立案するなど、授業での英語による発表やホストファミリーボランティアへの協力
まで多くの生徒の自主性が高まった。保護者、地域、同窓会を巻き込んだ学校全体の
交流となった。

A 継続

⑥健康・体力をはぐく
み、良好な人間関係を構
築

継続

クラブ活動の振興と学校行事の充実
①クラブ活動の活性化
②体育祭の実施
③クラブリーダー研修の実施
④コミュニケーション実践講座の実施

①クラブ加入率
②体育祭参加率
③実施回数
④参加人数

①９７％
②99％
③９８％
④

①②は
95％以上
③２回
④320名

①９６%
②99％
③2回

④320名

①クラブと学業の両立をめざせている②４団の応援団長が校長に「競技
の応援を盛り上げたい」事前に体育祭の運営について相談にくる。その
方策を自分たちで考え実行し、一団となって各競技の応援が例年以上に
できた。また、ドイツの高校生も体育祭に参加した。③文武両道をめざ
すメンタルトレーニング等を運動クラブ顧問が自主運営、約200人が参
加。④一流の専門家による実習を伴ったアクティビティーで１年生はコ
ミュニケーションの大切さを理解した。

A

①アンケート感想によるクラブ満足度「クラ
ブ活動に熱心に参加している。」②行
事満足度（肯定的な意見）
｢学校行事に楽しく参加している。」

①90.3%
②84.4%

80％以上
①92.4％
②90.7％

前年度実績を大きく上回っている。水泳・少林寺拳法・卓球、ブラスバンドが全国大
会や近畿大会に出場。体育祭では、縦割りの応援団団長が体育祭運営について提案事
項を校長室に持ってくるなど、競技を盛り上げる工夫を行い、例年以上の一体感が生
まれた。文化祭では、演劇経験者OBによる3年生全クラスの演劇指導を取り入れたこ
とで、より良いものを作り上げるモティベーションが向上した。また、合唱コンクー
ルも1月から11月に変更し、病欠がほぼなくなり、クラス単位での活動が充実した。

A 継続

⑦高い志での進路実現 継続

高い志でのキャリア構想
①OBOG職業講話・進路講演の実施
②大学教授の出前授業の実施
③PT（東大京大等難関大学向け講座）の実施
④京大・阪大キャンパスツアーへの参加促進

①実施回数
②・のべ授業参加数
　・講座数
③実施回数
④のべ参加人数

①7回
②1440人
21講座
③
④56人

①7回
②･1360人

･20講座
③75回
④８０人

①7回
②16講座1360

人

③80回
④108名

①１年の早い時期に、現役合格者や社会人で活躍している先輩たちの体
験談を聞き高い志を持たせる。②京大等の教授を招いての出張講義に1,2
年生が参加１人で２講座を聞き、文理選択等の参考にしている。③各教
科で毎週個別指導を実施。夏期には講義も実施。　④１年のスーパー講
習参加者は全員参加し、阪大ツアーの希望者が増加。同一日に岸高OBの
阪大研究室訪問も実施した。

A

アンケートによる生徒の評価（肯定的評価）

「将来の進路や職業などについて、講
演会や説明会を実施するなど適切な指
導を行っている」

84.6% ８０％以上 89.7%

ALL文理学科となった1年生には、グローバルな視点や21世紀の社会で求められる力
を学ぶ次世代型キャリア教育をめざし、新大学入試や新学習指導要領をも見据えた講
演会や説明会を入学直後の4月から実施してきた。海外大学も選択肢の１つと考え、
校内で海外大学説明会を実施。大学からの出張講義では、講義いただいた先生の研究
室訪問も実施して、生徒は進路について実感できたようである。

A 継続

⑧・規範意識
　・主体性の育成
　・協働性

継続

自他の気持ちを尊重する心の涵養と規律規
範の確立
①合唱コンクール(1年2年)芸能祭演劇(3
年)
②生徒による朝の挨拶運動の実施
③登校マナー指導の実施

①参加クラス数
②③実施回数

①合:１７クラ

ス芸８クラス
②30回
③75回

①合1８クラ
ス

　芸８クラス

②年30回
③年6０回以
上

①合1８クラス
　芸８クラス

②30回
③94回

①合唱も演劇も演目を生徒たち自身が各クラスで決め、練習やピアノ伴
奏、指揮等も自主的に行う。合唱は、２週間の朝と昼休みのみ練習で仕
上げ、人間関係や決められた枠の中で高度なものを追及させ、やり遂げ
る力を育成している②クラスの庶務係と自治会執行部員が毎週金曜日挨
拶運動実施。③生指中心の取り組みに加えて学期に1回全教員で強化指導
週間を実施。

A

アンケートや感想による①生徒「文化祭な
どの学校行事に楽しく参加している」
②保護者の評価（肯定的な意見）「社会人
としてのモラルを守る生徒を育てようとし
ている。」

①84.4%
②85.3%

85％以上
①90.7％
②90.9％

昨年度より、生活指導部が中心となって「カッコいい大人」を合言葉にして、朝の挨
拶運動などを生徒会執行部とともに実施している。様々な場面で、この言葉を用いた
声掛けが、今年はさらに浸透してきて、保護者にも伝わっている。学校行事も実施時
期の大きな見直しや外部人材による専門的なアドバイスの機会やドイツの生徒たちの
参加等の改善を行った。

A 継続

⑨・高い志
　・社会貢献

継続

グローバルな広い視野の構築とマインドセット
①GLHS講演会の実施
②サイエンスツアーの実施
③普通科希望生徒対象の課題研究の実施
④姉妹校との台湾フィールドワークの実施

①実施の時期（4月当
初）
②のべ参加人数
③参加人数
④参加人数(両校の合
計）

①
②180人
③5人
④

①４月当初
②180人
③5人
④１0人

①4月
②33人
③5人

④36人

①２１世紀のグローバルリーダーとしてのマインドセットとなるような
講演を１年次４月に行い、新時代のキャリア教育を進める第１歩とし
た。今年度は起業家を東京より招聘②当初の計画では学年一斉実施か
ら、希望を募って実施する形式に変更したので１８０人の目標は前年度
までのもの。化学系企業やJT研究所、カミオカンデ、JAXAなどを訪問
③大学と連携しジャイロ効果について課題研究。④姉妹校生徒も参加し
て共同フィールドワーク。現地猛禽研究会関係者も同行。修学旅行で姉
妹校訪問時に英語で成果発表。

A

アンケートや感想による満足度
（肯定的な意見）
「今回のプログラムはいかがでした
か。」

95.0% 90％以上 96.0%
「ゼロから1を生む」という講演を皮切りに、生徒の可能性を最大限に引き出すよう
に全職員で取り組んだ。グローバルな視点のさまざまなプログラムでの満足度は９
５％を超えており、次世代の課題に立ち向かえる生徒を育てることができた。

A 継続

⑩授業力向上 継続

①公開授業週間の設定
②生徒による授業評価実施
③ICT機器の活用とAL型授業の導入
④AL型授業実践＆研究協議研修の実施

①教科毎に1週間
②実施回数
③活用教員数
④実施回数

①教科毎に1
週間
②２回
③計63名
④２回

①教科ごとに
１週間
②２回
③計63名
④2回

①教科ごとに
１週間
②２回
③63名
④2回

①互いの授業を参考に授業改善を図る機会として教科ごとに設定し、AL
型の授業やICT活用した授業等の授業改善に役立てている②③各教員が自
己申告票で数値目標設定し、新学習指導要領、新大学入試で求められる
力の育成に全員が取組んでいる
④AL型の公開授業を英数国理社の教員が実施し、京大溝上教授からの直
接指導年2回。

A

授業満足度（授業アンケート）
・「授業に満足している。」項目３～
７・「知識や技能が身についた」項目
９

・3.20以上
・3.10以上
（４点満点）

・3.26
・3.19
（４点満

点）

主体的対話的で深い学び（AL型）である「課題研究で培ったノウハウを全教科に広
げる」を第2期SSHの目標の１つにしてきた。各自がAL型の授業改善を目標設定
し、教員が年2回の研修に熱心に参加し、そこで得たものを直ちに実践した。知識や
技能が身に付いたという項目は、昨年3.12であったので、かなり授業満足度が上昇
している。進学校の好実践事例として全国規模の月刊誌に紹介された。

A 継続

⑪課題研究の教材開発・
指導法の開発 再編

①2年文理課題研究発表会の実施
②3年キャリアスタートゼミでの論文作成
③1年セレンデピティ（課題研究基礎）
ノートの作成
④ルーブリック評価の作成

①発表本数・口頭発
表本数・ポスター発
表数
②論文本数
③プリント教材の枚
数
④生徒への提示回数

①ポスター
104本(中間発
表)
②97本
③
④

①口頭9本、
ポスター100

本

②80本
④20
③3回以上

①ポスター106
本

②100本
③17枚
④１回

①文理課題研究で研究してきた内容を中間発表でポスターにまとめた。1
年生全員が中間発表に参加し見学シートを作成しSDでの課題設定の参考
にした②課題研究活動をまとめ論文を作成しお互いの論文を読み、優秀
なものを選び製本し、後輩の研究の参考にする③課題研究のノウハウを
伝えるためにプリント教材を利用した。④ルーブリックを用いて評価基
準を生徒と教員が共有した。

A

文理課題発表会などの発表や課題研究の達成感

SSHアンケート「さまざまな調査法
等が身についた」（アンケートの肯定
的な意見）

75％以上 75%

課題研究を通して、「様々な調査方法がみについた」「学習意欲が高まった」「基礎
的知識が身についた」「分析力が身についた」「課題設定力が身についた」課題解決
力が身についた」「表現力が身についた」という質問項目に肯定的に答えた生徒の平
均が７５％であった。

B 継続

⑫初任者等経験の浅い
　　教員の指導力向上

充実

①経験の浅い教員向け校内研修の実施
②経験10年目の教員の企画による初任者と経
験2～9年の教員の交流研修の実施
③各学年の模試分析会時に、教科ごとで今の課
題についてグループワークを行い、今後の授業
内容の検討を行う

①②③実施の回数
①９回
②
③

①年間９回
②年間2回
③年間9回

①9回
②2回

③10回

①初任者を中心に10年目の教諭をファシリテーターとして研修を行う。
②保護者対応等について教職経験10年以内者9割以上が参加した。③
1、2年はスタサポ年2回、模試1回。3年はスタサポ1回模試2回。模試
作成側から教育アドバイザーを迎えて学年担当者と意見交換と今後の指
導について検討する。生徒へのフィードバックを行う進路ホームルーム
の時間を持った。

A

アンケートや感想による教員の評価
・「本研修で知識は広がりましたか。」
授業アンケート　授業計画項目４
・「毎時間授業の目標や大切なポイントを
説明してくれる」

・100%
・

・75％以上
・3.20以上

・100％
・3.30

10年目研修の教員が企画して、初任者やすべての教員を巻き込んだ研究授業を行っ
た。ほぼ全員の教員が研究授業に参加した。昨年、今年とAL型授業の大家に年2回づ
つの訪問指導をうけ、学校全体が活性化し、生徒からの高評価につながった。学校経
営計画のトップダウンから、経験の浅い教員たちの自主研修会での授業改善へと形が
変わってきた。WEBページで、AL型の授業動画の公開も順次増やしていっている。

A 継続

⑬10校が共通で実施する
学力調査

学力調査の結果

⑭大学入試センター試験
への参加

大学入試センター試験
5教科7科目受験者の割合

235名
73.2%

240名
７５％

249名
（70.5%

）

センター試験時点での在籍数353名に対し、大学入試センター試験
5教科7科目受験者は249名だった。

A 継続

⑮大学入試センター試験
の結果

大学入試センター試験の
5教科7科目の得点率80%以上の受験
者数（割合）

41名
12.8％

32名
９.３％

49名
（13.9%

）

センター試験時点での在籍数353名に対し、大学入試センター試験の
5教科7科目の得点率80%以上の受験者数は49名だった。

A 継続

⑯課題研究活動
ルーブリックを用いた観点別評価を行
い、研究活動の質の向上と、適正な評
価を行う。

100% ８０％以上 100%
今年度も課題研究すべての講座で導入した。研究課題の設定・研究の内容・発表の内
容について活用している。口頭発表時やポスター発表での留意点に生徒間の評価でも
活用しており、プレゼンの技能も向上した。

A 継続

⑰コンクール・コンテス
ト等の成果

全国規模のコンクール・コンテスト等
の参加者人数

144名 30名以上 134人
SSH生徒研究発表会・東京理科大坊ちゃん科学賞高校生論文賞(4名),日本地理学会秋
季学術大会高校生ポスターセッション理事長賞（1名）、税の作文の納税協会連合会
会長賞、生態学会高校生ポスター発表　ほか。

A 継続

Ⅶ．英語運用能力
⑱英語外部検定試験
（TOEFLiBTチャレンジ
含む）

英語外部検定試験（TOEFLiBTチャ
レンジ含む）の目標達成割合

・TOEFL iBTチャレ
ンジ  80点以上が
10%、60-79点が
20%
・1年GTEC4技能型
CEFR「A2」以上が
80%
・英検準2級合格率
80%、2級60%

・60点以
上12%
・「A2」
96%
・準２級
73%,２級
62％

・TOEFLチャレンジテスト　最高点70点、平均点51.9点。
・「Ａ２」96%以上（316人中３０３人）
・英検合格率準２級73%（５２人）、２級62%（１０６人）。準１級１名合格

A 継続

　英検準２級では目標値に達しな
かったものの、２級合格者は目標値
を上回っており、今後、４技能統合
型の授業や国際交流などの取組みの
成果の１つとして、外部試験の結果
に結びつくことを期待する。

AA

⑲スーパーグローバル大
学（タイプＡトップ型）
およびグローバルサイエ
ンスキャンパスへの進学

スーパーグローバル大学（タイプＡ
トップ型）およびグローバルサイエン
スキャンパスへの進学者数（１浪含
む）

47名 47名 51名
北海道大1名、東北大1名、金沢大1名、福井大1名、京都大2名、大阪大22名、神戸
大11名、岡山大6名、九州大2名、慶應義塾大3名、早稲田大2名

B 継続

⑳進学実績

国公立大学&主要私大（早稲田・慶
応・上智・東京理科大・MARCH・関
関同立・同女・薬学部・歯学部・医学
部）現役進学者数

189名 187名 207名
下記の国公立大に加え、私立大で早稲田大1名、青山学院大1名、同志社大18名、立
命館大2名、関西学院大18名、関西大29名、私立大薬学部9名　など

A 継続

㉑国公立大学への進学 国公立大学現役進学者数 123名 107名 125名
京都大1名、大阪大17名、神戸大6名、北海道大1名、九州大1名、大阪市立大26
名、大阪府立大12名　など

A 継続

㉒海外大学への進学 海外大学進学者数（１浪含む） 0名 1名以上 1名
Langara College（カナダ）
別途1名が海外大を希望し進学先を調査中

B 継続

A

A

　ルーブリックの活用だけでなく、
３年の論文を１年に示し、論文の書
き方を学ばせるなど工夫が見られる
ことは評価できる。
　コンテスト等の参加者数について
は、実績を踏まえ、目標値の設定に
ついて今後検討頂きたい。

B

事業
目的

大項目 小項目
今年度の
取組方針 取組 取組指標 前年度実績 目標値 実績 実績の詳細

自己
評価

次年度の
取組方針

実績

　海外の姉妹校との相互交流では、
日ごろ生徒たちが身につけた力が発
揮されており、英語での活動が生徒
の動機づけとなっていると同時に、
英語４技能統合型の授業の成果でも
あり、高く評価できる。
　また、英語圏のみならず、初実施
となったドイツ交流では、生徒が新
たなプロジェクトを提案するなど、
従来実施してきた1日だけの交流以
上の成果が見られる。
　部活動については、多くの生徒が
加入しており、全国大会や近畿大会
に出場している。
　体育祭の運営については、生徒が
主体的に行動しており、それを教職
員がサポートする形になっており、
リーダー研修などの効果があると考
える。

A

Ⅲ．高い志をはぐくみ、進路
実現をめざす

　卒業生による職業講話・進路講演
や、大学教授による出前授業を実施
するなど外部人材を活用した取組み
を進めている。
　学校行事における合唱や演劇など
においても、生徒の自主性が見られ
るとともに、実施時期の見直しなど
教職員の前向きな姿勢が感じられ
る。
　姉妹校との台湾フィールドワーク
では、修学旅行時に英語で発表する
など、取組みが有機的に結びつくよ
う工夫されていることは大いに評価
できる。
　これらの「高い志をはぐくみ、進
路実現をめざす」取組みでは、生徒
による評価がいずれも前年度実績お
よび目標値を上回っている。

実績の詳細
自己
評価

成果指標 前年度実績 目標値

Ⅰ．確かな学力の向上を図る

　GL養成プログラム校内版の実施
を2回に増やし、参加者の実績数も
３倍以上になっており、学校全体へ
の波及効果が期待できる。
　自学自習の習慣を育成するプロ
ジェクトでは、卒業生を活用するな
ど工夫がされており、生徒の評価も
前年度実績より6ポイント以上高く
なってる。新たに始まった1年の
スーパー講習には、多くの希望者が
ある中で80人に絞って実施された
が、今回の実施状況を踏まえ、今後
は対象生徒数の拡大も含め検討して
いただきたい。
　新たな大学入試で求めらる力を育
成については、これまでの取組みを
基に工夫・改善がなされており、成
果が期待できる。

A

Ⅱ．豊かな感性と、たくまし
く生きるための健康と体力を
はぐくむ

評価審議会の評価

A

総合評価
　グローバルリーダーズハイスクールとして、岸和田高校がこれまで進めてきた取組みを「見える化」し、生徒・教員が共有できるよう工夫している。課題研究と英語の取組みを統合するなど、さまざまな取組みがうまくつながり、GLHSのめざすひとつのモデルになっていると言える。特に授業改善の取組みは学校全体で方向性を共有し、成果
を上げており、全校的・組織的にアクティブラーニングがなされている点を評価したい。アクティブラーニング型の公開授業を英数国理社で実施し、大学教員から年２回直接指導を受けるなど指導力向上が体系的に図られている。
　社会の動きを見ながら学校としてグランドデザインを意識して取組みを進めている。新学習指導要領、新大学入試で求められる力の育成に向けて各教員が数値目標を設定し、全員で取り組んでおり、今後その成果が楽しみである。新たに「スーパークラス」を取り入れるなど、より効果的で、より質の高い教育プログラムが提供できるよう、常
に改革を行っている。「世界に１番近いGLHS」をキャッチフレーズに、豊かな教育活動を進めてきており、グローバルリーダーを岸和田高校の教育方針に即して再定義し、さらに独自の発展を遂げられることを期待したい。

A

共
通
の
取
組

Ⅴ．総合的な学力の測定

評価審議会資料３に明記

Ⅵ．課題研究活動

Ⅷ．進学実績

　スーパーグローバル大学（タイプ
Ａトップ型）およびグローバルサイ
エンスキャンパスへの進学者数およ
び国公立大学現役進学者数は、それ
ぞれ前年度実績とほぼ同じ結果であ
り、引き続き進路実現に向けて取り
組んでいただきたい。
　海外大学へ進学することは、GL
養成プログラムなどの取組みの成果
として評価できる。

　大学入試センター試験5教科7科
目受験者の割合は目標に達しなかっ
たものの、得点率80%以上の受験
者数（割合）は増加している。
　社会の変化に応じて、主体的に学
ぶことを先進的に導入し、新たな大
学入試制度に対応できる生徒の育成
をめざして取り組んでおり、その成
果を期待する。

知
識
基
盤
社
会
を
リ
ー

ド
す
る
人
材
の
育
成

学
校
独
自
の
取
組

Ⅳ．教員の指導力向上をめざ
す

　いずれのアンケート結果において
も、目標値以上となっており、授業
や課題研究について、改善してきた
結果であり、向上していることは評
価できる。
　授業改善については、各教員がア
クティブラーニング型かICT機器活
用型のいずれかで実践するように計
画し、秋に振り返る機会を設定する
ように組織的に進めており、また、
積極的に他校の好事例について情報
収集しようとしている姿勢は大いに
評価できる。
　課題研究については、1年生全員
が中間発表に参加したり、優秀な論
文を選び製本し、後輩の研究の参考
にしたり、ルーブリックを用いて評
価基準を生徒と教員が共有したりし
ており、今後さらに質の高い課題研
究がなされることが期待される。

AA

小項目（はぐくみたい力）
・言語活用力
・ICT活用力
・読解力リテラシー
・科学的リテラシー
・英語運用能力
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・違いを認め共に生きる力
・共感力
・協調性
・紛争を解決する力
・健康・体力

・その他

小項目（はぐくみたい力）
・規範意識
・高い志
・その他

小項目（はぐくみたい力）
・授業力向上
・教材開発
・その他

資料2-３


